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午前９時03分開議 

○議長（安永 友行君）  それでは、ただいまの出席議員数は１２人です。定足数に達しておりま

すので、直ちに本日の会議を開きます。 

 議事日程は、ただいまお手元に配付したとおりです。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．一般質問 

○議長（安永 友行君）  日程第１、一般質問を行います。 

 質問は通告順に行います。 

 ７番目の通告者、３番、桜下議員の発言を許します。３番、桜下議員。 

○議員（３番 桜下 善博君）  おはようございます。３番、桜下でございます。３点通告をして

ありますので、どうか答弁をよろしくお願いいたします。 

 今回は、１問目と２問目は若干関連をしておりますが、予算関係につきまして質問させていた

だきます。 

 まず１点目に入りますが、予算の執行ということにつきまして質問させていただきます。 

 予算はもう言うまでもなくです。予算が適正に使われているか、あるいは計画的に使われてい

るか、あるいは無駄に使われていないか、やはり私なりにこの３点を頭に置いてこのたびの質問

を考えました。 

 岩本町長、就任されまして２年になりますが、前町長は、私も議員になりまして６年になりま

すが緊縮予算、箱物を余りつくられずに財政の健全化を目指したような緊縮予算を立てられまし

て執行されたと思いますが、やはり岩本町長決して悪いことでありませんが自分のカラーを出す

ためにはしっかりした予算を組み、どうしても自分のカラーを出すためには大型予算になるのは

これはもう当然かと思いますし、決して悪いことではありませんが、先ほど言いましたように組

まれた予算が適正かつ計画的、また無駄に使われていないか、その３点をしっかり踏まえて、幾

ら予算が大型であろうと私は岩本町長のカラーを出すためにはこれは理解するものであります。 
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 そういう意味で今年度、一般会計の当初予算は昨年度に比べまして約１１.８％増しの７１億

６,８００万円であります。昨年度の予算よりも当初予算で１１.８％の増であります。 

 既に新年度に入りまして約半年が過ぎておりますが、この予算が本当に適正に使われているか

どうかというとこが今回の質問でありますが、毎年３月の最後の議会のときに繰越明許、要する

に事業の繰越について議会のほうから当然質問があります。 

 今回、このまず予算が適正に使われているかということで、事業の繰越について質問いたしま

す。 

 予算がつきまして、事業はできることであれば単年度でやっぱり完成するというのが理想であ

ると思うんですが、ちょっと調べますと一昨年の繰越明許の費用は、２９年から３０年にかけて

事業費３億５,４００万円に対しまして２億７,３００万円繰り越しております。 

 そして今年度、平成３０年度から３１年度、令和元年ですが、これが事業費が３億８００万円

の事業費に対しまして繰越額が１億８,７００万円、約半分近い繰越額が出ております。このこ

とは議会のほうからも、なぜ繰越になったのか理由とかそういうことを質問が出ておりまして、

一覧表もいただきました。 

 まずは町長に、この３億８００万円の事業に対しまして１億８,７００万円の繰越が出た、事

業が繰り越しておりますが、まず既に新年度に入りまして半年近くがたっておりますが、この繰

り越された事業が今どうなっているのか進捗状況、またおくれている、あるいはもう既に終わっ

た事業があると思いますが、それぞれにつきましてまずはこの繰越の事業につきまして町長にお

聞きします。 

○議長（安永 友行君）  岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  改めておはようございます。本日もこれからよろしくお願いいたします。 

 それでは、桜下議員の予算の執行についてということにつきまして、まず通告のございました

繰越事業のことにつきまして個別にお答えをさせていただきたいと思います。 

 基幹系システム運営管理事業、これは新元号対応のことでございますがこれは完了してるとこ

ろでございます。 

 それから、アユ種苗生産施設整備補助事業でございますが、これにつきましては事業実施主体

の事業完了後に補助金を交付いたしますので、８月末での予算執行はございません。 

 それから、健康増進交流促進施設管理事業でございます。これは来年１月３１日を完了日とし

た契約を６月に締結をしてるところでございます。 

 道路新設改良の単独事業の朝倉真田線でございます。これは１０月に発注予定でございます。 

 さらに、道路新設改良の補助事業でございます。幾らかあるわけでございますが、まず町道栃

木線、栃木橋の設計業務委託は、現在業務の遂行中でございます。 
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 それから、町道中村隠居沖線台橋設計業務委託、それから町道夜打原相生線交通安全施設整備

事業は完成済でございます。 

 ４つの橋梁の点検事業、具体申し上げますと三ノ瀬橋、鹿足河内１０号橋、七村橋、そして長

五郎橋でございますが、この橋梁に係ります点検事業につきましては、２橋が完成済、１橋が入

札執行中、そして１橋が発注に向けての準備中の段階でございます。 

 さらに、中学校の空調の整備事業でございます。これは該当いたしますのは六日市中学校と柿

木中学校でございますが、この事業につきましては完成済でございます。 

 今申し上げましたような繰越事業、それぞれの進捗状況でございます。 

 そもそも繰越になった要因、これまでも議会でいろいろ説明をさせていただいております。発

注をした後にいろいろな関係で工期等が延ばさざるを得ないそうした事情もあるわけでございま

すが、もう一つやはり大きな原因は、国の経済の活性化に向けた関係で、国の補正予算が年度の

後半戦でつくということがままあるわけでございますが、昨年度につきましてもそうしたやはり

事情がありまして、予算は補正でつけたわけでございますが年度の残り日数の少ない中でという

ことでございますので、場合によっては未執行で繰り越しをせざるを得ないというような事情が

近年多いということを御理解いただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（安永 友行君）  ３番、桜下議員。 

○議員（３番 桜下 善博君）  今の既に終わっている事業もあるようでございますが、今町長の

説明の中で国の補助事業ということもあるということで、完全に遂行はできないというふうな答

弁がありましたが、現時点で今年度繰越事業でありながら、来年の３月までにはどうしてもこれ

は、また次年度に持ち越さなければならないという事業があれば具体的にお聞きします。全ての

事業が終わればいいんですが、２年度にまたがるというな事業があれば。 

○議長（安永 友行君）  岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  そもそも論を申し上げなければなりませんけど、繰越事業につきまして

はまた翌年度に繰り越すということは制度上できませんので、繰越をした事業につきましては、

今議員がおっしゃいましたように間違いなく昨年度の繰越事業は今年度末で完了する、終了する

というのが建前でございます。そのように当然進めさせていただきたいと思います。 

○議長（安永 友行君）  ３番、桜下議員。 

○議員（３番 桜下 善博君）  繰越事業につきましては、今町長からお聞きしましたので通告を

しておりますが、次に本当に予算が、先ほど言いましたように適正に使われているか、計画的に

使われているか、無駄に使われていないかということの観点で、ですね。 

 新年度、一般会計予算の資料がありましたが、その中で新規事業というのが随分金額の事業費
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の高い低いはありますが、一々はお聞きしませんが大きい事業を現在進捗状況をお聞きします。 

 といいますのが、やはり先ほど言いましたように、予算を組むときやはり新規事業というのは

当然ながら各課で立てられると思うんですが、本当にその事業が必要なのかどうか、あるいは何

かやらなければならないということでやるということはないと思うんですが、新規事業が繰越に

ならないように本当にこの年度で完成、執行できるのかどうか、主なので結構ですから主な新規

事業の進捗状況をお聞きします。 

○議長（安永 友行君）  岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  それでは、主な今年度の新規事業についてということでお答えをしたい

と思います。いろいろな資料を提供させていただいておりますが、今回改めて通告がございまし

たので原課のほうで、それぞれの見立てになりますのでその辺は御勘弁いただきたいわけでござ

いますが、原課のほうでいわゆる主な事業、これは決して金額の大きい少ないということではな

くて、主要事業ということでお読み取りをいただきたいと思います。そうした形で取りまとめを

いたしましたので概略を申し上げたいと思います。 

 まず、総務課関係で申し上げたいと思います。 

 一つは、普通財産の整備事業でございまして、これは六日市集会所の蔵の解体の工事でござい

ますが、これにつきましては現在設計中の状況でございます。 

 それから、いわゆるソフト事業になろうかと思いますが、吉賀高等学校の下宿の登録事業でご

ざいます。これはサクラマス交流センターへお迎えできないような不測の事態に備えて新たに制

度設計をしたものでございます。 

 登録は今４件をいただいておりますが、現実問題として下宿を提供していらっしゃる方がいな

いということでございますから、助成制度を今適用した事例はございません。 

 それから、防災設備等整備事業についてでございます。これは８月３０日の全協で報告したと

おりでございます。 

 続きまして、税務住民課の関係でございます。ブロック塀等の安全確保事業費補助金について

でございます。これにつきましては、現在のところ実績はございません。 

 それから、下七日市大規模建物火災の対応事業でございます。 

 いわゆる処分費の助成についてでございますが、これは今７件の申請があったところでござい

ます。それからごみの処理委託につきましては、現在見積もりをして準備をさせていただいてい

るところでございます。 

 それから、保健福祉課の関連でございますが、障がい者総合支援センター整備事業につきまし

ては、これはこれまで御報告をさせていただきましたように、１０月の供用開始に向けて予定ど

おり今進めているところでございます。 
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 それから、母子保健医療対策総合支援事業についてでございますが、これにつきましては産前

産後のサポートを延べ３１人の方に対して実施をしております。それから、骨髄移植のドナー等

支援事業補助金これもソフト事業で始めさせていただきました。現在のところ、申請の実績はご

ざいません。 

 続きまして、産業課関連でございます。地域商社設立事業についてでございますが、これは何

度もお知らせをさせていただいておりますように、人材の支援を受けながら今準備を進めている

ところでございます。 

 それから、森林環境譲与税の活用事業でございます。これにつきましては、林業嘱託職員、こ

れはまだ採用に至っておりません。また、管理システムの業務委託を行っているところでもござ

います。 

 さらに、農業用ハウス等のリース支援事業についてでございます。これにつきましては、現在

申請についての審査を行っているところでございます。 

 それから、アンテナショップの運営事業についてでございます。これにつきましては、御案内

のとおり食と農・かきのきむら企業組合と管理運営委託の契約を締結をさせていただきまして、

９月４日からお店のほうをまた再開をさせていただいたということでございます。 

 続きまして、建設水道課の関連でございます。当然、ハードの事業ばかりでございますが、一

つは農業水路等長寿命化防災減災事業についてでございます。 

 その中の勝繁ケ池につきましては、補助金の現在交付手続中でございます。それから、七日市

地区の用水路、出水期経過後に測量調査業務の発注の予定でございます。それから、立戸の揚水

ポンプでございます。これにつきましては、今発注の準備中でございます。それから、上野原地

区の排水路、これにつきましては農繁期が終了後に発注をする予定でございます。 

 続きまして、道路新設改良補助事業についてでございます。一つは、唐人屋トンネルの照明改

修でございますが、これは関係いたします津和野町さんとの今協議中でございます。 

 町道山根線改良工事でございます。測量設計業務を委託してるところでございます。 

 最後に、教育委員会関係でございますが、教育施設長寿命化計画策定事業につきましては、

５月に契約をいたしまして来年３月に完成する予定でございます。 

 それから、吉賀中学校の改修事業と朝倉公民館の施設整備事業につきましては、現在工事を進

めているところでございます。 

 最後、保健体育施設の整備事業、これはスポーツ公園のテニスコートの人工芝の張りかえの事

業でございますが、これにつきましては完成をしたところでございます。 

 以上が繰越事業の前段でございましたが、それ以後御質問のございました主な新規事業の進捗

状況でございます。また不足がしたとこがございましたら御指摘をいただきたいと思います。 
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○議長（安永 友行君）  ３番、桜下議員。 

○議員（３番 桜下 善博君）  それぞれの課は、本当に皆さんの英知を絞って新規事業を立ち上

げ、そして予算がつきました事業でございますので、本当に何一つ無駄な事業はないと思ってお

りますので、ぜひ令和元年度３月までにはぜひ完成、完遂するようによろしくお願いします。 

 新規事業につきましては以上でございますが、先日六日市地区で町政座談会が行われました。

本当に１年目のときは２０数名ぐらいだった出席者が、このたびは約６０名近く、予定されてい

た椅子も足りないぐらい、追加をするぐらいのたくさんの町民の方がお越しになりました。いか

に岩本町政に叱咤激励、期待をしているか、また不安に思ってるか、やはりその表れだと思いま

す。その中で、活発な意見交換がありまして意見が出ました。司会者から制限をされるほど活発

な意見が出ました。 

 その中で、私も町民の皆さんがどういうふうな考えを持っているか、岩本町政に対してどうい

う意見を持ってるかということを聞くつもりで出席をさせていただきましたが、この中で私が感

じるのに本当に町民の皆さんの素直な声だと思ったのが、出資をしている第三セクターが赤字続

きであると。しかも将来の黒字もなかなか厳しい、改善計画を出していてもなかなか黒字になる

のが厳しいなと、事業も縮小してやってるんだと、そういう町が出資をしている第三セクターに

なぜこれ以上町は支援をするのかという厳しい意見が何人か出ました。 

 それともう１点は、真田グラウンド、今町の中で小水力発電所と同じぐらい本当に交流人口に

および、町の活性化にも貢献をしている真田グラウンドにつきまして、あれだけ照明もつきまし

て今活性化のために活用されておりますが、それでありながらなぜサブグラウンドが必要なのか、

この意見が何人の方からも出ました。これ以上真田グラウンドにまだ予算をつぎ込むのかと、そ

ういう厳しい意見が出ました。 

 病院のことはおそらく出ると思っておりましたが、私のイメージで、病院の存続あるいは安定

的な運営以上に第三セクターになぜこれ以上町が支援をするのか、それとサブグラウンドをなぜ

つくらなければならないのか、そういう厳しい意見が出ました。私は、これは本当に町民の皆さ

んの素直なと言いましょうか率直な声だと思っておりました。 

 まさか真田グラウンドのサブグラウンドの件まで出るとは思っておりませんでしたが、やはり

町民の皆さんはこれ以上真田グラウンドに予算をつぎ込むのはおかしいんじゃないかという意見

がたくさんあるということもわかりました。 

 それと、これはなぜこの質問をするのかと言いますと、やはりこれは議会にも責任があります

が予算が通っている、議会で可決された事業でも町長、町民の声をしっかり聞いて、やめるべき

かあるいは一度立ちどまるべきか、そういう私は英断が必要ではないかということで質問させて

いただきますが、例えばその一番いい例が澄川喜一記念公園彫刻の道であります。 
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 これはあれだけ公費をつぎ込んで、１０年計画でありましたが本当に町民の皆様から厳しい声

があって、この彫刻の道公園をするべきなのかという、これは前町長が建てられた事業でありま

すが厳しい声が出ました。 

 当然私もこの議会で何回も質問させていただきましたが、町長は英断を持ってこの事業は彫刻

の道記念園の事業はまだ道半ばであるが、一度立ちどまるかあるいは軌道修正すると。つまりこ

の事業はもう打ち切るんだということを、町長この議会で言明されました。私は、このことに対

しては本当に町長よく英断されたと思います。 

 そういう事業が、予算は議会で、これ議会にも責任ありますが議会で通った事業の中でも、町

民の皆さんがこれは本当に必要なのか。私先ほど言いましたが、予算が無駄に使われていないん

じゃないかとここに当たると思うんです。 

 例えば、もう２点あります。これは、柿木のある地域にある川に橋がかかろうとしております。

これは私も現地へ行きましたが、川の向こうに田んぼが１枚ありますが、恐らくこの橋をかけて

もその方ぐらいしか使われない、向こうに林道がありますが本当にこの橋を渡るのは、利用され

るのは本当にごくごく限られた人しか使われません。 

 その橋が既に基礎の、設計までいってませんが基礎調査も終わりまして、この橋に約数千万円

の費用がかけられようとしております。ごくごく使う方が限られているのに数千万円、億ぐらい

かかるんじゃないかといわれてますが、そういうふうに担当課長も極力予算を抑えるというふう

に言明されましたが、かけられようとしております。これは本当に必要なんでしょうか。 

 またほかにもあります。例えば、きのうも議員から質問が出ましたが、町内のある保育所でゼ

ロ歳児１人しかいないのに、それに対しまして町の正職員の保育士が１人、パートの保育士が

２人、つまりゼロ歳児１人に対して３人も雇用している。これ本当、地元にとりましては大事な

保育所というのはよくわかりますが、やはりここは園児の人数も考えて正職１名、パート２名、

計３名も雇用してやるべきかどうか、その保育所をなくせとは言いませんが、やはりその運営に

つきましてこれは議員からも町民からも本当に厳しい声を聞いております。 

 やはり町長、ここに議会が承認したことでありますので議会にも責任ありますが、やはり町民

の声をしっかり聞いて予算を無駄に使わないということで、町長の英断、これは一旦町長がやる

ということを決めて、議会も認めてこれをまたやめるということは、本当に英断といいましょう

か町長にとって大変つらい判断と思いますが、やはりここは一度考えるべきではないかと思いま

すが、予算の執行という関連で町長にお聞きします。 

○議長（安永 友行君）  岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  今回、通告の中でも繰越明許でありますとか、それから今年度の新しい

事業についてのお問い合わせがありました。この件につきましては先ほどお答えをしたとおりで
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ございます。 

 全般的なその予算の執行で申し上げますと、特に今年度は昨年よりも１割増しでいわゆる歳出

規模が、予算規模が大きくなっているところで御案内のとおりでございます。 

 予算執行につきましては、年に１回ではございますがそのときどきの中期財政計画を示させて

いただいて、一番新しい情報の中で向こう１０年間の予算のありようをお示しをさせていただい

ておるところでございます。 

 当然、策定をいたしましたら島根県の指導助言を仰ぎながら予算執行に当たっているところで

ございますので、適正な予算執行をさせていただいているというふうに自負をしてるところでご

ざいます。 

 特に、当初予算の編成につきましては、金額的に大きいものがあったりして議会のほうからの

御懸念を示されるような御意見もあるわけでございますが、これはまさにその段階ででも英断を

もって予算執行、いわゆるその編成をしてるということでございますので、この点は御理解をい

ただきたいと思います。 

 個別のいろいろなお話がございました。 

 まず六日市地区の座談会、本当に昨年の２倍３倍ですかそのぐらいの人数の方がいらっしゃっ

て、６０人程度の方が御参加をいただいたということで、私は本当にうれしゅうございました。

なかなか我々が役場でお聞きするような意見がない中で、ああして出かけていくと皆さんおいで

いただいて、本当に真摯に御議論いただいたということで本当に感謝をしているところでござい

ます。いただいた御意見につきましては、その場でも申し上げましたが行政執行にこれからしっ

かり反映をさせていただきたいというふうに思っているところでございます。 

 お話のありました三セクの話がまずございました。これまで４つありました三セクも、議会の

御理解いただきながら土地開発公社につきましては解散をさせていただいて、現行は３つでござ

います。なかなかうまくいってないところもあるわけでございますが、これはやはりそのときの

設置の目的を、いわゆる遂行しなければならないという義務もございますので御不安な部分もあ

るわけでございますが、どうにか三セクを続けさせていただきたいという思いの中で現在執行し

ているところでございます。 

 また大きな判断をしなければならない時期が万が一来るようであれば、それはそのときにまさ

に英断をしなければならないかなというふうに思ってるところでございます。 

 それから、個別に座談会の中でもいろいろお話がございました。医療対策のお話も本当に多う

ございました。それといわゆる並行する形でお話がございますように、真田の「よしかみらい」

のお話がございまして、サブグラウンドが本当に必要なのかというようなお話でございました。 

 これまで人工芝の整備をし、昨年は大型予算でございましたが夜間照明、いわゆるナイター設
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備をつけさせていただいて、さらに今交流人口がふえているような状況でございます。ただ、一

方では本当に町内、課題が大きいものが噴出しておりますので、そういう中で事業の継続はどう

かというお話でございました。 

 要望書がこれまで出ていたということも当然あるわけでございますが、もう一つはあの施設の

周辺で圃場整備が行われると。なかなか現在の状況でございますので、圃場整備を契機に農地を

手放したい、しかしそれも集積をしなければならないとこういった事情ございまして、これまで

のその要望書の関係、それから今の圃場の絡みでその部分をサブグラウンド、あるいは駐車場と

して整備をしたら有効に活用できるんではないかという中で、そうした計画を立てさせていただ

いたということでございます。 

 現段階につきましては、まず土地を購入をさせていただいてということでございまして、購入

をしてすぐさまそのハード事業ですね、いわゆる整備をしようという状況ではございません。 

 ですから、圃場整備の絡みで今年度中に土地の購入をさせていただいて、順次整備を進めてい

こうということでございますので、やはりこの前も御意見がたくさんございました。その意見は

やはり真摯に受けとめなければならないわけでございますので、その場でも回答させていただき

ましたけど、やはりスピードいくらか緩めて、そうしたことに努めていかなければならないとい

うふうに感じたところでございます。 

 それから、澄川喜一記念公園のお話がございました。これは前町長が手がけた事業でございま

すが、本当に皆さんから貴重な御意見を伺う中で、ハード整備につきましてはおおむね終了した

ということもございますが、やはりその事業全体については一旦ここで立ちどまっていくべきだ

ろうということで、議会のほうでも私のほうも明言をさせていただいたということでございます。 

 ただ、そもそもの記念公園、澄川喜一先生の関係は宇部とのビエンナーレとの関係ございます

ので、ハード事業こそここで一旦立ちどまるわけでございますが、いわゆるその芸術文化を通じ

たソフトの部分での宇部市さん、あるいは常盤公園さんとの交流事業はこれは継続させていただ

きたいなという思いでございます。 

 それから、橋のお話もございました。先ほど申し上げましたが、今設計業務のほうをしてると

ころでございます。費用対効果の部分であろうかと思いますが、これにつきましては迂回路の関

係もあります。担当いたします建設水道課のほうで精一杯の調整なりをさせていただいていると

ころでございますので、また執行状況につきましては御説明なりをさせていただきたいと思いま

す。 

 最後ございました朝倉保育所のことであろうかと思います。本当に１年前にこの件につきまし

ては御説明をさせていただきまして、当初は５名近い方が入所予定ということでございましたが、

ただふたを開けてみると１名だったということで、とは言いながらその１名の方も当初予定して
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おられたような人数があるという前提の中、当然保育所も継続をするという前提の中で応募をさ

れたということもございましたので、今年度につきましては今開所をさせていただいてるという

ことでございます。 

 ただ現状は変わっておりませんので、来年度以降どうするかということにつきましては、今原

課のほうで精査をさせていただいているところでございます。当然ことしじゅうぐらいには方向

性については出していきたいなと思ってます。ただこの件につきましても、地元のほうから要望

書等もたくさん出ておりますので、そこらあたりも地域との調整も必要になってくるというふう

に考えております。 

 いろいろなことで御意見をいただきました。これからの行政執行にしっかり反映をさせていた

だきたいと思います。 

○議長（安永 友行君）  ３番、桜下議員。 

○議員（３番 桜下 善博君）  それでは大きい２番目の質問に移ります。 

 水道料金貸付金等の徴収についてというふうに、多分ケーブルテレビ見られて町民の皆さんに

わかりやすくということでこういう表現を使いましたが、実は最近全員協議会等で本会議を通じ

まして私債権の訴訟の和解とか、あるいは放棄とかいう報告が随分使われております。 

 これは言うまでもなく、要するに町のほうから条例でお金を貸付、あるいは支給すると、そし

て条件といいましょうか満了すれば、規定をクリアすればその貸付金あるいは支給されたお金は

返さなくてもいいという条例なんですが、ところがこれ当然町側には責任ないんですが、貸した

のに条件を満了せずに途中で帰られたと、それで町からいただいた支給あるいは貸付金を返さな

いというそういう事例がたくさんあるということで、しかも金額が多いのは個別に１００万円ぐ

らいの金額があるということで、町も回収業務を随分努力されたと思います。議会で随分厳しく

追及しましたが、どうしても回収できないということで返還してもらえないということで、裁判

所に訴えて裁判で訴訟をして何とか和解に持ち込んで返還をしてもらうということになったとい

うことなんですが、もし分かれば何件で、和解金額は幾らになったのか、それと全くこれ必要な

かったんですが、訴訟したために訴訟費用というのはこれ、資料見ますと町のほうでそれぞれ負

担ということで、町のほうにも訴訟費用というのが負担ということになってるんですが、なぜこ

の質問するかといいますと、回収業務をもっとしっかりやっていただければなんとか回収できて

訴訟に持ち込まなくても、訴訟費用も払わなくても済むんではないかということでこの質問をさ

せていただきました。訴訟何件で幾らぐらい和解金があったのか、わからなければ結構です。 

○議長（安永 友行君）  岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  今回通告受けた内容でございますが、今お尋ねのございました訴訟に係

る費用あるいは件数について通告がなかったということもございますので、今我々手持ちの資料
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がございません。この場でお答えすることができませんので御了解をいただきたいと思います。 

○議長（安永 友行君）  ３番、桜下議員。 

○議員（３番 桜下 善博君）  済みません。通告はしておらなかったんですが、私債権というこ

とを使わずにわかりやすく書いたので恐らくそうなったと思うんですが、本当は私が言いたいの

は、町が出さなくてもいい訴訟費用を出してまでその返還をしてもらう裁判の和解まで持ってい

ったという、要するに回収業務をどんだけ一生懸命やったかということを私は言いたかったわけ

であります。 

 県外でありますので行ったり来たりはできませんし、あるいは電話とか文書だと思うんですけ

どとうとう回収できなかったために、本来ならば返してもらわなければいけないお金を回収でき

なかったがために裁判のほうに訴えたという。それでまた、訴訟費用まで町が出さなければなら

なかったという。 

 私が言いたいのは、回収業務といいましょうかもっと熱を込めてといいましょうか、もう少し

工夫をすればよかったんではないかということにつきまして質問したかったわけなんですが、こ

れ和解により何とか返還をできるということでありますので、訴訟費用は若干かかりますがいた

し方ないということでおきますが、その次の水道料金、私債権の放棄ということがこの間報告が

ありました。 

 これは、これもわかりやすく言えば水道料金、水道を使われた町民の皆さんは料金を払わなけ

ればなりません。ところが、ある方は意図的にはわかりません、悪意があったのか、あるいは本

当に困っておられたのかわかりませんが、金額はわずか８,０００円弱でありますがこの水道料

金が回収できなくなりました。しかも法的に時効が成立しておりますので回収はできなくなりま

した。 

 これはこの間、先日、担当課長、副町長、町長からも説明がありましたが、これは本当にチェ

ックミス、理由が担当職員の異動があったりしたためにそういうことも一因があって、要するに

町側のチェックミスでこの水道料金の滞納というのがわからなかったと。ずっとわからなかった

ためにこれがとうとう時効になって回収できなかったと、そういうことが報告がありました。 

 これは絶対にあってはならないことであります。ほとんどの方といいましょうか全員が善良な

町民の皆さんが、使われたものについては料金を払う、ほとんどそういうことをされております。

これ当たり前ですが。それがチェックミスにより金額は低いんでありますが回収できなかった、

しかも法的にも時効が成立してできなかった。これは本当にあってはならないことであります。 

 先日、担当課長も副町長も町長もただただこれは町のミスで、おわびをするしかないというこ

とで頭を下げられましたが、私は質問で本当にそれで町民は納得できますかということを町長に

お聞きしましたが、町長もただただおわびをするしかないというふうに言われましたが、これは
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本当にあってはならないことであります。 

 これはあえて厳しく言わせていただきますが、その報告があったときにある議員からは、職員

の職務怠慢ではないかというふうな本当に厳しい声も出ました。このことにつきまして町長、こ

のたびの経緯とそれから改めて再発防止につきまして町長のお考えをお聞きします。 

○議長（安永 友行君）  岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  それでは、水道料金貸付金等の徴収についてということで、まず前段の

水道料金のことにつきまして、使用料のことにつきましてお答えをしたいと思います。 

 これまでも議会のほうでお答えをしたとおりでございまして、先ほど通告外ということで申し

上げましたが、今後訴訟にかかわる件数であったり金額であったり、場合によっては費用であっ

たり、必要であればまた資料のほうは提供させていただきたいと思いますので、お許しをいただ

きたいと思います。 

 まず水道料についてお答えをしたいと思います。 

 時効の成立につきましては、租税であれば納期限から一定期間で自動的に時効により消滅いた

しますが、水道料金等の私債権については、時効の申し立てを受けるか一定の条件を満たした上

で放棄するかによって消滅することとなります。 

 このたびは時効期間を経過したものについて、相手方より時効の申し立てがなされたことによ

り放棄をすることとなりました。私債権の場合、相手方から時効の申し立てがない限りは消滅し

ないため徴収は可能でありますが、時効期間の成立以前の取り組みに不十分な点があったことが

認められました。 

 水道使用料につきましては財産調査権がないこともございまして、これまでの徴収は悪質案件

に重点を置いてまいりました。内容的には、累積の高額者、水道のみならず租税等も滞納してい

るものなどでございます。 

 このたび債権共同徴収委員会において滞納案件を検証した結果、個別や少額件数が増大してい

ることを確認いたしました。これを踏まえ、今年度は少額案件についてきめ細やかな対応を行う

方針としました。特に徴収業務の甘さが指摘されている件については、強化を図っていきたいと

考えます。 

 指摘された以降に実施した具体的な強化方策といたしましては、催告の対象者の範囲を拡大を

いたしまして、８月末に催告を実施をいたしました。この効果として、これまで反応のなかった

滞納者からも連絡が入るなど、一定の成果が上がっております。 

 また今後におきましては、次のような方策を検討させていただいてるところでございます。 

 一つは、水道コラムを利用した広報の実施、２つ目といたしましては、戸別訪問と電話を集中

的に行う徴収週間を設ける、時期的には１０月の上旬と１２月の上旬を想定をしております。
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３点目といたしましては、徴収停止制度あるいは裁判所を活用した支払い督促の実施や町として

２回目となる訴えの提起の検討など、各制度の活用に向けた準備をさせていただくということで

ございます。 

 これらの施策を確実に実施することによりまして、遺漏のない対応をとってまいりたいと考え

てるところでございます。 

○議長（安永 友行君）  ３番、桜下議員。 

○議員（３番 桜下 善博君）  先日いただきました平成２９年度決算審査特別委員会の審査意見

に対する町からの報告ということで、ここにも書いてございますが、「集中催告や戸別訪問を実

施し、強制執行も含めた徴収強化を行うとともに、調査の結果回収困難であると判断された案件

については、滞納処分の執行停止、税の即時滅失などを行うことで不良債権化を防ぎ、効率的な

徴収事務を行います」というふうに町の回答が書かれてありますが、本当にここに書かれている

ように業務が遂行されていればこのたびのようなことは防げたんではなかったかと思います。 

 また、関連ということで先ほど貸付金、支給金の回収につきましても質問しましたが、私のち

ょっとミスで、詳しい報告ができませんということありましたが、ここに書いてあるように決算

審査委員会の中でも徴収回収業務については本当に厳しくするようにということをまいたび指摘

されておりますので、二度と水道料金の私債権放棄ということがありましたが、そういうことが

ないように厳しい姿勢でよろしくお願いします。 

 それでは、３点目です。このたび七日市スポーツ少年団の野球とバレーが全国大会に出場され

ました。この小さい町から県大会を勝ち抜いて全国大会出場、本当に心からおめでとうございま

す。 

 それに対しまして、実はどんな大会でも全国大会に行くときは町のほうから奨励金が出ます。

このたびもちょっとこれを調べまして、私はぜひ見直してもらいたいということでこの質問をし

ました。 

 これは吉賀町激励費支給要綱というのがありまして、平成２８年４月２２日吉賀町告示で第

６２号ということで告示されておりますが、これ条例ではありません。要綱であります。 

 この中で、これを見ますと全国大会に行くのに、全国大会といいましても必ず東京であるとは

限りません。九州である場合もありますし沖縄である場合もありますが、いろんな全国大会、場

所は東京だけではありませんが、ここの中に中国、四国、九州地区で全国大会が開催された場合

は１団体５,０００円に出場人員を乗じた額、つまり上限が２万５,０００円、個人には

５,０００円しか支給されません。全国大会で中国、四国、九州地区で開催された場合は個人で

５,０００円、団体で上限で２万５,０００円しか支給されません。その他の地区で、九州、沖縄

を省く地区で全国大会が行われた場合、つまり東京も含みますが、この場合は個人で１万円、そ



- 173 - 

してチームに上限で５万円しか支給されません。 

 これは、東京に行く場合は個人が行って帰っただけでも１万円ぐらいすぐかかります。この高

いか低いかというのはちょっと私は比較はできませんが、私もスポーツ少年団の経験もあります

が、本当に子どもたちは練習を一生懸命やって全国大会行きたいという思いで頑張っております。 

 特にこの吉賀町は少子高齢化で、この人数が少ない中でチームをつくって、しかもこのたびは

バレーと野球が２つも同時に全国大会出場すると、しかも島根県の予選を勝ち抜いて全国大会へ

出場する。これは皆さんどう思われるかわかりませんが、本当に快挙であります。 

 その島根県の中で勝ち抜く、全国大会の出場権をとるということは本当に至難の業であります。

何年か前に吉賀高校がフットサルで全国大会行きました。ビーチバレーも行きましたが、その後

なかなか全国大会に出場ということがかないません。そのぐらい県大会を勝ち抜くということは

本当に至難の業であります。 

 そこを七日市のスポーツ少年団の皆さんは、野球とバレーが島根県の予選を勝ち抜いて全国大

会に行かれたわけであります。それで、個別はどうかといいませんが、そのことに対しましてこ

の激励は私は余りにも低いんじゃないかと思います。 

 これからどんどんほかの団体も全国大会に行ってもらいたいと思いますが、やはりこれは条例

でありませんので要綱なんですが、高いか低いかというのは先ほど言いましたようにわかりませ

んが、私はめったにない快挙でありますのでこの要綱を見直して、ぜひ増額といいましょうか、

公示になりましてまだ３年しかたっておりませんが、町長ここはぜひ後に続く子どもたちの励み

になるように、また保護者の経費の軽減になるようにぜひここは、きょうこの場で変えますとい

うことはできないと思いますが、それぞれの全国大会出場ということがありましたら個別にやは

り増額なりまた検討すると思うんですが、町長のお考えをお聞きします。 

○議長（安永 友行君）  岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  それでは、吉賀町激励費支給要綱の見直しについてということでお答え

をしたいと思います。 

 激励費についてでございますが、今年度も先ほど御紹介ございましたように野球やバレーボー

ル、それから空手などにつきましても、こうした競技で県大会を勝ち抜きまして全国大会に出場

されておられます。また、テニスなどの競技でも毎年すばらしい活躍が見られ、町といたしまし

ても大変喜ばしく元気づけられることでございます。 

 御質問のとおり、全国大会等へ出場した保護者の金銭的な負担は大きいものがあるというふう

に認識はしております。しかし、激励費の支給は全国大会等での活躍を期待するとともに、本町

のスポーツ、文化の振興と選手の育成に寄与することを目的としておりますので、本来は保護者

の負担軽減のためというわけではございません。 



- 174 - 

 また、県内市町村の状況を見ますと、中国大会出場で激励費を支給しているのは県内の自治体

では当町と川本町のみでございます。また、全国大会出場の際の支給額についてでございますが、

県内の自治体との比較の中では決して低い額ではございません。したがいまして、現段階では御

紹介にございました要綱について検討するには至っていないという状況でございます。 

 先ほど申し上げました、時間がございませんので県内の状況、ちょっとあらましでございます

が申し上げたいと思うんですけど、吉賀町以外の１８の自治体全て調査をさせていただきました

今回。せっかくの機会でございましたので。 

 そうしましたところ、まずそもそもそうした制度がない自治体もあるということ、それから中

国大会につきましては、先ほど言いましたように吉賀町と川本町だけでございまして、金額を申

し上げますと吉賀町の場合ですと５,０００円から２万５,０００円の幅でございますが、川本町

の場合は上限が１万円という状況でございます。 

 それから、全国大会出場の件で申し上げますと、これはやはり市部と町村では若干財政規模も

違う、子どもの数も違うということでそこは御理解いただきたいと思うんですけど、吉賀町の場

合ですと、個人の場合１万円から例えば上限は５万円までとこういった設定でございますが、こ

れをほかの自治体と比較いたしますとやはり同じような状況でございます。確かに出雲市、浜田

市、安来市、大田市、こうした市部においては上限額が若干大きいものもございますが、それ以

外の自治体につきましてはおおむね吉賀町と同じでございまして、逆に吉賀町よりも市部であっ

ても低かったり、町村であったら吉賀町よりかなり低いという金額の設定もあるわけでございま

す。そうした状況でございますので、現時点においてその要綱の見直しをする考えには至ってお

りません。 

 それから、経済的な負担ではないということで申し上げましたが、あくまで激励費でございま

す。経済的な負担の部分につきましては、特に中学校の生徒さんにつきましては全国大会中体連

の大会がございます。また近々ジュニアオリンピックに出られる生徒さんが２名いらっしゃると

いうことでございますが、その方も含めこれまで学校の行事、いわゆる中学校の行事として出ら

れるものにつきましては、激励金とは別に町の中体連を通して、学校を通して御本人さんのほう

には補助金という形でいわゆる遠征費の助成をさせていただいておるところでございます。その

点をつけ加えさせていただきたいということでございます。 

 ただお話にもありましたスポーツ少年団といいますのは、学校のいわゆる教育外のところでご

ざいますので、なかなか今申し上げましたように、同じ中学生であっても学校の行事の部分で行

く部分と、例えばスポ少とかそうしたところで行く部分については幾らかやはり線引きをしなけ

ればならない部分があろうかと思います。その点は御理解をいただきたいと思います。 

 以上でございます。 
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○議長（安永 友行君）  ３番、桜下議員。 

○議員（３番 桜下 善博君）  今町長の答弁を聞きまして、他町村と県内のいろんな比べてなか

なか吉賀町はその中でも恵まれているというのをお聞きしました。私が言いたいのは、少子高齢

化の中で吉賀町内の子どもたちが頑張って、予選なしで行けるような大会であったらいいんです

けど島根県内、松江とか出雲とかそういう大きい都市のチームを相手にして予選を勝ち抜いて全

国大会に行くということは、小学校、中学校、スポ少、高校、いろいろありますが、本当に快挙、

すばらしいことだと思いますので、ぜひそのためにも少しでも報いることができればということ

で質問させていただきました。七日市スポーツ少年団が頑張ってるということを申し上げただけ

でも、私は皆さんに理解をしていただいたと思っております。 

 以上で質問を終わります。 

○議長（安永 友行君）  以上で、７番目の通告者、３番、桜下議員の質問は終わりました。 

 ここで１０分間休憩します。 

午前10時00分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前10時10分再開 

○議長（安永 友行君）  それでは、休憩前に引き続き、一般質問を再開します。 

 ８番目の通告者、１番、松蔭議員の発言を許します。１番、松蔭議員。 

○議員（１番 松蔭  茂君）  ２点ほど通告してあります。 

 まず１点目はいつも聞くんですが、産業振興はどのぐらい進んでるか、その現状はどうなっと

るか。いつも言われるラッキョウ、サフラン、お茶、これのブランド化の販売はどのようになっ

ているか、またこれ以外の振興策はないのか、それと地域商社、これ再々出ておりますけど、地

域商社の設立、これも聞いたわけですけど要するにその商社の機能というのはどういうものなの

か、これよくわからない。わかったようでわからない。 

 といいますのは、町民の皆さんが地域商社地域商社どういうふうにものをやるのか。これ先般

の説明では今年度、３１年、３２年度、この前町長の施政方針のなかにありましたが、だからこ

のときは平成３２年度中に設立、３２年というと来年か、来年度に設立して３３年度から事業運

営を開始するというふうにこの予定ではなっておりますが、要するに令和２年、来年度に設立し

て令和３年度から事業の展開するというふうに予定ではなっとるようですけど、その辺進んでお

るかと思うんですが、要するにその機能というのを町民の皆さんによくわかってもらわないと、

これがいざ運営する段階になってこうだといってもやっぱり準備、町民の皆さんがああそういう

もんか、そんならそれへ向けて自分たちもやっていこうというふうになると思うんで、その辺を

お聞きします。 
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○議長（安永 友行君）  岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  それでは、松蔭議員の１点目でございます。産業振興の進歩状況を問う

ということについてお答えしたいと思います。 

 まずブランド化の現状についてでございます。米に関してでございますが、ブランド化事業を

始めて今年度で５年目を迎えるわけでございます。今年度も引き続きモデル圃場を設置いたしま

して、土壌に不足している鉄を初めとする微量要素を投入する施肥設計での試験栽培を行ってい

ます。 

 また、米・食味分析鑑定コンクール、お米日本一コンテストへ出品する吉賀町選抜も引き続き

実施をいたします。 

 販路開拓の取り組みといたしましては、引き続きモデル圃場のお米を東京の米穀店へ試験販売

を行います。東京での米の販売については、きぬむすめの引き合いが強く、今後きぬむすめを中

心に東京での販路拡大も見込まれますが、運搬コストの高騰もあるわけでございます。今後の進

め方について検討しているような段階でございます。 

 次に、有機茶に関してでございます。このことにつきましては、煎茶、紅茶、ほうじ茶、玄米

茶、まめ番茶、こうしたものを販売しておりましたが、今年度は霜の被害が大きかったため紅茶

の販売が主になっているのが現状でございます。 

 紅茶は発酵させてつくるため、多少霜の被害があっても製造することができます。前年度分の

販売でも紅茶の注文は多くありませんでしたので、需要はかなりあるというふうに思っていると

ころでございます。 

 続きまして、サフランについてでございます。これに関しましては、農家の方に試験栽培の御

協力をいただいております。今年度も新たに農家の方に協力をいただき、数量をふやしてまいり

ます。 

 販売については、萩・石見空港、にほんばし島根館に袋入りの商品として販売をしております。

大田市の飲食店にも卸してるところでございまして、料理に使用していただいているという状況

でもございます。前年度分は半年くらいで全て売れてしまっておりまして、今年度の収穫の問い

合わせも既に来ているような状況でございます。 

 最後にラッキョウについてでございます。ラッキョウに関しましては、今年度は吉賀町農業公

社に農家の募集をお願いし、３名の方に植え付けを依頼したところです。来年度も引き続き栽培

に協力していただける方を募集し、ラッキョウの生産拡大を進めていきたいと考えているところ

でございます。 

 また、販売に関しては農業公社、これ六日市加工所のラッキョウ漬けとして販売しておりまし

て、３０年度収穫分も在庫がなくなるような状況でございます。 
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 調整作業に関しましては、今年度は障がい者就労継続支援事業所のアスノワに依頼をしており

ます。来年度以降の出荷、調整については、アスノワ、農業公社、農家と相談しながら検討して

いきたいと思います。 

 次に、地域商社の設立について回答させていただきたいと思います。 

 昨日もほかの議員からの御質問ございましたので、御答弁が重複することになるわけでござい

ますが、３月末に包括連携協定を結びました株式会社丹後王国から専任の社員が６月より吉賀町

に滞在し、職場は産業課でございますが、地域商社設立の準備室の職員と設立に向けた計画策定

を進めているところでございます。 

 また、町の顧問になっていただいております皇學館大学の千田先生、こちらからも定期的にア

ドバイスをいただいているところでございます。どのような組織で何の事業を行っていくのか、

全体の構想について現在鋭意検討を進めている段階でございます。 

 申し上げましたように、１２月の定例会の前段の全員協議会のほうで地域商社全体の概要を御

説明をさせていただく今準備をしてるところでございますので、今しばらくお待ちをいただきた

いと思います。 

 それから、先ほどのブランド化の中でいわゆるお米、お茶、サフラン、ラッキョウ以外ほかの

産品はないのかというお問い合わせもございますが、現段階では先ほど申し上げました作物以外

に想定しておるものはないということをお伝えをさせていただきたいと思います。 

○議長（安永 友行君）  １番、松蔭議員。 

○議員（１番 松蔭  茂君）  昨年の定例会にやっぱ同じことを聞いとるんです。全く同じです。

それ何でしつこいのでもないかな、聞くかということは、やっぱし町長がそういうふうに町の産

業についてかなり熱意を持っておられるということですから、どこまで進んでるのか、繰り返し

ではだめなんでやっぱり町長は熱意を持っておられるんですが、実際にやられるのは職員の方で

すね。職員の方がやっぱり本気にやっておられると思うんですけど、要するにお役人的にこれだ

けやった、やったやったで済んだんではだめな。前進んでいかないと産業振興にはならないと私

は思うわけでございます。それで、どの段階までいっとるかというのを聞くわけなんです。 

 ということで、それで終わりじゃありません。私、今さっき４品目でそれ以外はないかという

のを聞いたのは、これなかなか農産物ですからね、時間がかかるということで、即、金になる、

簡単に言ったらそういうものはないかということをこの前も聞いたんですが、要するに何かを開

発してそしてそれを独特のものをつくってという意味なんですけど、なかなか何かを開発すると

いうのは大変なことです。 

 要するにフロンティア精神、フロンティアスピリットというんですかね、以前からそういうこ

とを人類ずっとやってきたわけですね。それでいろいろなものが発展して、発見、発展ですね。
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今のアメリカも２００、いやもっと前かなコロンブスが東へ行けば、大西洋を東へずっと行った

ら黄金の国ジパング、要するに日本を何か黄金の国というふうな宣伝、ヨーロッパでね、これは

マルコポーロが東方見聞録で書かれとるという話ですが、それを目指していった。黄金の国に行

ってどうする気か。 

 ところが、行くとこに、もちろん地図はなかった、アメリカはなかった。ところがこれ、何か

大きな大陸があるということで渡ってみたらこれがアメリカ大陸。それでそこへイギリスからど

んどん移住してきたわけですね。これは私言わんでも皆さんおわかりと思うんですが、それで結

局その大陸を開拓してアメリカという国をつくって、それで開拓された人はイギリスから独立し

て、独立戦争までしてアメリカという国をつくった。 

 ただ、その過程でいろいろ問題があると思います今考えたら。原住民を排除して、原住民そこ

におった人やったちゅうことでいろいろ問題があると思いますが、要するに開拓するということ

は大変ですけど夢と希望を持ってやると。これちょっと話が大きいんですけど、今私たちもそう

いう開拓者精神を持って新しいものをつくっていくというのが必要かと思って、それで今この

４品目以外にもないかというのをお聞きしたわけですが、ないということなんで、それでこれと

にかくつくって売るというふうなことが今産業振興、そのつくったばっかりじゃなくて売るとい

うことが、それ売る方法というのはブランド化ということで、ブランドというのは昨日もあった

んですけど何か形がないものでということだったんですが売り方、私思うんですがその売り方を、

今よくテレビなんかもコマーシャル、宣伝、これ例えばコマーシャルすると大変なことになるか

と思うんですけど、町出身の有名な方がいらっしゃる。その人に吉賀町の米を食べるとこをテレ

ビで映してもらう、あの人が吉賀町の米を、というふうになるかと思うんで、米というのはもう

何百種類もあってなかなかそのブランド化して、やり方がいけんちゅじゃないんですよ、それ確

かにいいものできとるわけなんじゃけどそれだけじゃなかなか売れないと思うんです。 

 だから売る方法は、その有名な方、名前言うちゃいけんのかな、とにかく食べて、おいしい、

吉賀町の米を食べてみにゃいけんという人が出てくる可能性もあるわけなんです。だから、その

売る方法も考えていかにゃいけんかと思うわけでございます。 

 それでね、これはちょっと通告にはないんですが、昨年ドローンのことをちょっと聞いたとき

に、ことしドローンを購入するということでこれ有害鳥獣に使われるということですが、ドロー

ン買われたんですかね、ちょっと買われたかどうか。購入されたかどうかちょっと。 

○議長（安永 友行君）  岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  端的に申し上げてドローンのことまず申し上げますけど、ドローンは今

購入に向けて手続を進めているところでございます。 

 それから、前段のところもちょっとお答えをせんといけんかなと思っておりまして、一生懸命
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メモをしておったとこなんですけど、その他作物が先ほど私の答弁で現段階ではないというお答

えをさせていただきました。 

 むしろ、ないという言い方よりも今ある米であったりそれからサフランであったり有機茶であ

ったり、そちらのほうを今しっかりやりたいんだという思いで申し上げたつもりでございます。 

 ですから、それ以外の作物等でいわゆるブランド化できるものがあるということでれば、まさ

にこれから議員言われるような開発精神を持ってしっかり取り組んでいかなければならないんだ

ろうと思います。 

 それから、本当にブランド化というのは難しゅうございまして、今回配付させていただきまし

た昨年度の事務報告書の中にも、またゆっくりごらんをいただきたいと思うんですが、１１６ペー

ジ、１１７ページのとこありますのでお目通しをいただいたらと思うんですけど、産業課のほう

もいろいろなことに今取り組んでおります。なかなかそれが形にあらわれていない部分もあった

りして届いてない部分あろうかと思うんですけど、特に米と有機茶のブランドにつきましては非

常に一生懸命取り組んでいただいてまして、ブランド化も今米のほうは５年目を迎えたというこ

とで申し上げましたけど、これまで本当に販路の開拓もそうでございます。東京のお話もさせて

いただきましたが、そうはいっても近くに関西、それから広島、それから九州あるわけでござい

ますので、そちらもやっぱり視野に入れなければならないということと、それから試験圃場も今

御協力をいただいて、町内で３６カ所のモデル圃場をしております。 

 それから、数年前からああして米の食味分析鑑定コンクール、それから静岡でありますお米日

本一コンテストにも出品をさせていただいたということでございまして、特に米の食味分析鑑定

コンクールはもうすばらしい賞を連続でとられたり、それからほかの方も立派な賞を受賞された

りということで、非常に今成果が上がっているんだろうと思います。 

 特に、吉賀町の選抜米をつくってそれを全国、国際コンクールのほうへ送り出すという、今そ

うしたシステムで、今年度も今広報で今年度の選抜米の選定に入るという周知もさせていただい

ております。非常に皆さんがお互いのその技といいますか、競い合ってぜひそうしたコンクール

に出品できるようなお米をつくりたいということで頑張ってるということで、私は非常に歓迎す

べきところだと思います。 

 それから、私もことし参加させていただきましたが、町のほうでお米のブランド化の推進大会

をそちらの基幹集落センターのほうで開催をさせていただいたり、非常に今お米については一生

懸命取り組んでいただいていると思います。 

 それからお茶のほうも非常に、例の白谷の有機茶園のところで進めておりましたけど、面積は

非常に狭いんですけどそれを再生をさせていただいたり、先ほど申し上げましたように特に紅茶

が好評だということで、店舗で販売をしても非常に人気が高いということでございますので、そ
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ういったことにも取り組んでいかなければならないんだろうと思います。 

 それから、売り方のお話がございました。有名な方を使ってということがございました。私、

それも非常にすばらしい手法だろうと思います。まだ形にはなっておりませんけど、担当課のほ

うには、例えば町御出身の方であったり、この町にゆかりのある方をぜひ御協力をいただいて町

の広報大使、アンバサダーになっていただいて、その方にお茶を飲んでいただいたりお米を食べ

ていただいたりご飯を、そうすることによって随分町のイメージも上がりますし、ブランドとい

うその形もできてくるんだろうと思いますから、そうしたいろいろな方面で取り組みをさせてい

ただいて、最終的に吉賀町のブランド化に向けて取り組んでいきたいということでございます。 

○議長（安永 友行君）  １番、松蔭議員。 

○議員（１番 松蔭  茂君）  ドローンのことは突然言ったわけですけども、ドローン買われた

ら町民の皆さんにぜひお披露目してください。こんなもんですよというのをしてください。 

 それから、今売り方についてコマーシャルの話言いましたが、実は私十七、八年前にあのころ

の六日市商工会の事務局長で入ったころに、グラントワ、あそこをつくる最中やった。そのとき、

益田周辺の町村のいろいろ意見を聞くということで、月一遍そこで澄川喜一先生がもう館長にな

るということで、先生とも再々懇談してそのときに、これ先生言われたんじゃからそのまま「あ

ののう松陰、わしを利用せい、それでのう、六日市町のためやったらわしは何でもするけえ利用

せえよ」というふうに言うてくださった。 

 それでちょっと今話したわけなんで、せっかく言うてもらうんじゃったら、それは本人が言わ

れたら利用、こちらから言えばそうなんですが、そういう方法もぜひやってもらいたい。 

 それから、先ほど職員のことに言うたんですがサフランがね、私も経験があるんですけどせっ

かくつくって、本当あれは芽を摘むんですが、それがいざ出したらだめだと言われた。何でだめ

かちゅったら中に、本当顕微鏡といかんでも３０倍、２０倍ぐらいのルーペで見にゃわからんぐ

らいのごみが入っとる。ごみが入るわけがないがということでしたんじゃけど、恐らく何とは特

定してもらえなかったんじゃけど、毛ちゅうか草の毛それが一緒に入ったんじゃなかろうかとい

うことでこれはだめだと言われたんで、そのまま今でもあるわけじゃけど、せっかくつくったも

んが例えば２級品とか３級品とか何か販売方法はないかと思ったんじゃけど、お前やれと言われ

ても私はそのサフラン、料理に使われるちゅんで料理にいろいろこう、料理店にも聞いたんです

が具体的な話はできなかった。 

 それで、いろいろな情報を職員の方は持っておられるんで、例えば２級品でも３級品でも、も

うせっかくつくったのぽいされたんじゃなかなかそういう意欲沸かない。全て、ラッキョウにし

ても、米はそんなことはないと思うんですけどそういうふうなことをやってもらいたいというこ

とでございます。 
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 このほうはまた何遍もこの産業振興については提案なりもさせてもらわにゃいけんと思ってま

すが、今さっき言うたちょっとほかの方法はないかというのはこの前も話したと思うんですけど、

山の利用で木を利用した木工品、木工大工かな、大工といわれるか、一遍町のほうでも、木工ろ

くろを使った盆とか器をというのがあるんですが、例えばそういうことをもう一度考えられたら

どうかと。 

 もちろんこれも簡単にできるもんじゃないんですけど、何かそういうものをそれこそフロンテ

ィア精神で何かつくれないかということを皆さんが、要するに発明ですね、創意工夫、簡単にい

や発明精神、□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□ 

 まさかそんなことはできないじゃろうというのをやってきた、空を飛ぶのもそう、人間空を飛

べるか、ということじゃったんじゃけどライト兄弟が始めちょるんで、数秒間飛んだと。今はも

う５００人もの飛行機も音速以上の飛行機もできちょる。これ１００年たってないかな、全ては

今皆さんが使われてるスマートフォンなんかも、あれもともとは計算機ですねあれは。コンピ

ュータ、計算機、皆さん御存じのプラスマイナスの計算する計算機が今の状態、まさかそんなこ

と、個人が持って電話できるなんかちゅのは本当私ら小さいころには全然。テレビもない、ラジ

オはあった。 

 だからそういうふうに発展するわけなんで、小さいことからでもやっていくという精神を、町

長ぜひそういう環境をつくってもらいたい子どものときから。環境、雰囲気ですね。ちょっと産

業振興に関連するんで、そういう環境づくりをされるか、その必要はないと言われるか、ちょっ

とそれお聞きしてみます。 

○議長（安永 友行君）  岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  町外の方を利用といいますか、活用してまちづくりを、ＰＲということ

でお話がございましたけど、これは先ほど申し上げたとおりでございまして、当然御本人さんの

御協力がなければならないわけでございますが、しっかりそうしたことも手がけていきたいなと

いう思いはございます。 

 それから、サフランのお話がございました。いわゆる商品にならない規格外の扱いのところの

話だろうと思いますけど、やはり商品として店に陳列することはできないわけですが、そうした

ものは直接もう例えば調理に使うとか、そうしたことに使えるわけでございますから、それはま

た商品化というところとは別に地産地消というところで切り口があるかなというふうに思ってま

す。 

 木工のお話がございました。議員さんも湯布院の時松先生がおいでになられたときに御一緒さ
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せていただきましたけど、それからなかなか興味を持たれる方はたくさんいらっしゃいましたけ

ど、じゃあそれを自分でやってみようとか手がけてみようとかそうした方がまだ実際のとこまだ

いらっしゃらない、少し残念な思いがありますけど、いずれにしましても新しいものを挑戦をす

るということは行政だけじゃなくして皆さんお持ちだと思いますので、御支援ができるとこがあ

れば行政としてもしっかり支援をさせていただきたいなと思います。 

 その話を聞きながら私ふと頭をよぎったのは、先日亡くなられましたが浜田市の名誉市民であ

ります佐々木正さん、この方はこの吉賀町にゆかりがある方でございまして、シャープの副社長

を最後に御勇退された、前身の早川電機のときに電子計算機をつくられた方です。そんな方もゆ

かりの方がいらっしゃるわけですから、まさにそのフロンティア精神といいますか、新しいもの

を本当に挑戦していくんだという思いをやはり小さいときから、子どものころから植えつけてい

くというのが非常に大事だと思います。 

 その一つの例が、今座談会でも御紹介させていただいてますけど、昨年初めてでございました

が吉賀町御出身の水彩画の伊藤博子先生の作品展をさせていただいた。その作品ができる過程を

小学校の子どもさんに実際会場来ていただいて、先生が描くところをつぶさに見ていただく、実

演をしていただいた。本当に子供さん興味を持たれて、非常に目を輝かせておられました。まさ

にそういうことが必要なんだろうと思います。 

 ですから、情操教育というほかの議員さんからの以前お話もございましたが、まさにそうした

ことを今から、将来この町を担う子どもさんたちに小さいときからそうした場、場所、環境をつ

くっていというのもやはり行政、教育と含めてでございますけど、責任ではないかというふうに

感じてるところでございます。 

○議長（安永 友行君）  １番、松蔭議員。 

○議員（１番 松蔭  茂君）  夢と希望を持ってフロンティアスピリット、そういうことでよろ

しく。 

 次の質問でございますが、吉賀町の現在の人口ということでございますけど、今外国人労働者

の方がふえているように思われます。先般も、今２００人ぐらいというのをお聞きしたんですが、

これが大体どのくらいかという、２年ぐらいからどういうふうに変わってきたか。人口がですよ。

今の外国人の方を含めて。 

 それから、外国人の方だけやないけど、これ企業に努めておられるですねほとんどが。それで、

今までもいろいろ問題があった住宅、住むとこ。これ町として、今は空き家バンクとか何とかち

ゅうものがあるんだけど、町としてのその住宅、アパート類をつくられる気持ちがおありかどう

か。これもちょっと話聞いたような気がするんじゃけど、ちょっと改めてそれをお願いします。 

○議長（安永 友行君）  岩本町長。 
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○町長（岩本 一巳君）  それでは、続きまして吉賀町の現在の人口はということについてお答え

をしたいと思います。 

 まず、外国人労働者の人口動態の質問にお答えをさせていただきたいと思います。 

 役場で把握をしておりますのは、転入転出時の届による異動でございまして、職種までの把握

はしておりません。大半は地元企業に就労する関係者かと思いますが、近年は六日市学園への留

学生も含まれていることを申し添えておきたいと思います。 

 それでは、御質問の外国人の過去２年間の動向でございますが、住民登録の数値で申し上げた

いと思います。 

 平成２８年度３月末の現在、要するに平成２９年３月３１日でございますが、このときの吉賀

町の総人口は６,３０６人で、そのうち外国人の方が１２１人、平成２９年度末現在、したがい

まして平成３０年３月３１日の総人口は６,２８６人、このうち外国人の方は１２６人、さらに

平成３０年度末現在、したがいまして平成３１年、本年の３月３１日でございますが、総人口は

６,２１８人でうち外国人は１５８人という状況でございます。外国人の人口は、２９年度１年

間で５人の増加、平成３０年度は３２人の増加となっています。 

 ちなみに本年４月末の外国人の人口は１９１人でありましたので、この１カ月で３３人の増加

でございました。これは六日市学園の生徒に起因するものと考えられます。直近で申し上げます

と、これはきのうも申し上げましたが、８月末の外国人人口は２０８人となっております。総人

口では、２９年度から３０年度の２年間で８８人の減少となっておりますので、人口減少率で申

し上げますと、若干ではございますが緩やかめになったということを申し上げているところでご

ざいます。 

 このように、外国人の増加する傾向が続いております。本年出入国管理及び難民認定法等の改

正も行われましたので、その流れはこれからも顕著になると予想しているところでございます。 

 こうした中、今後一層増加が予想されます外国人も含め、町内企業で働く皆さんの住居の確保

は喫緊の課題となっています。しかしながら、新たに住宅やアパートの建設を町として行うとい

うことは、すぐさまということで申し上げますと、非常に難しい問題ではないかというふうに考

えております。 

 これまで民間賃貸住宅の建設補助や、あるいは空き家改修の補助を使った、民間による整備も

ありますし、そのことにこれからも期待を寄せていきたいというふうに考えております。 

 また、既存の町営住宅におきましても、条件が整えば外国人の方も入居が可能となりますので、

募集する町営住宅情報にもぜひとも注意をしておいていただきたいというふうに考えているとこ

ろでございます。 

 なお、住宅対策の一助といたしまして、現在役場におきましては町営住宅の入居の際の保証人
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の立て方につきまして検討を行っております。少しでも入居要件が緩和されることによりまして

入居が可能となり、従業員の確保のお役に立てるようにさらに検討を深めてまいりたいと考えて

るところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（安永 友行君）  １番、松蔭議員。 

○議員（１番 松蔭  茂君）  この毎月送られてる町広報よしか、これに人口のこれ毎月出てお

りますね。大体これで今まで２年も３年も、さっき言った３年ぐらい前は二千五、六百人がずっ

と、最近は２,０００今のようになったと。 

 それで、人口が減るのは全国的なことですが、人口増というのは今、外国人の方が入ってこら

れるということで増加するということで、それ以外の場合自然減少、自然に下がっていくという

自然減だと思うんですが、やはりそれはしようがないんだということじゃなしに人口をふやす、

やっておられるとは思うんですけどそれもぜひ考えて、さっきのフロンティア精神じゃないけど

何か出ないかと、減るのはしようがないんじゃなしにもうちょっとこう上向きに見て何かないか

というのを、やっぱりアイデアでやってもらったと思うんですが、この外国人の方はせっかく今

ふえておるし、それから入ってこられるんで、この方々を活用、要するにせっかくここに住んで

おられるんで、例えば語学、ベトナム語をちょっと勉強してみようかとか、中国語とか、そうい

う方もおるかと思うんでね。 

 小学校中学校、あれは今英語はやっておるんですが、今から発展する東南アジア、東アジア、

これらも今から発展するいっぱいある。そうすっとね、そういう語学を勉強、ちょうどいい機会

じゃないかと。正式にというんじゃなしに、何かの交流でやっていけば、よその国の言葉を覚え

るのも一つの、今から先の、それからそれぞれ皆さんの生活も広くなる。 

 以前ね、また古い話じゃけど、アメリカとの戦争のときに英語は敵性語やから日本じゃ使っち

ゃいけないという、野球なんかでもストライク、ボールはよし１本、だめ、こういうふうな表現

じゃなきゃいけんでてこと、笑い話のような、実際本気でそうだった。 

 要するに英語使っちゃだめだというようなことがあったんで、それで逆にアメリカのほうでは

日本語を随分勉強して、随分かどうかやったからいろいろな情報が簡単に漏れよったんじゃけど、

あれと同じようにやっぱりよその国の言葉も勉強していけばまた違う面が出てくるかと思うんで

すが、その活用という言い方いけんかどうかわかりませんけど、要するに何かせっかく人材、人

が来られるんじゃから、そういうことをちょっと町長考えられませんか。 

○議長（安永 友行君）  岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  外国人さんの状況は先ほど申し上げたとおりでございまして、平成

２９年度それから３０年度は人口比率が約２％前後でございましたが、今年度入りまして特に
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４月からはそれが３％に一気に上がってます。 

 以前もお話したことがあると思いますけど、これまで人口比率が島根県で一番高かったのは出

雲市でございますけど、私も手持ちの資料担当課からいろいろいただいた数値を見ますと、恐ら

くこの４月の段階で出雲市と吉賀町が逆転をして、今吉賀町が１９の自治体の中で人口比率は間

違いなく県内で一番だろうと私は思ってます。実数でも、先ほど申し上げました２００人を超え

るような状態でございますから、人口が非常に膨らんでるというのは私は歓迎すべきところでご

ざいますし、町民の一人でございますし、それから企業にとっては貴重な従業員のお一人でござ

いますから、やはりその地域でしっかり受け入れをしていくということが大事だろうというふう

に思っています。 

 それで、そうした方を活用するというお話がございましたが、ひとつやっぱり語学であったり

それから文化の面であったりいろんなところでやはり共有する部分があると思いますから、今か

らその担当課のほうでいわゆる翻訳機の貸付を始めますし、それからまもなくごみの出し方のこ

とも英語とそれから中国語とベトナム語ですか、そうしたものを準備をさせていただきますが、

もうひとつ考えれば地域の方と一緒に交流事業させていただくというのもソフト事業の部分では

必要かなと思ってます。まさに多文化共生の時代ですから、そうしたこともしっかり考えていく

必要があるというふうに認識をしているところでございます。 

○議長（安永 友行君）  １番、松蔭議員。 

○議員（１番 松蔭  茂君）  外国の方との交流というのはぜひ進めていくべきかと思っており

ます。もちろん言葉の違いということで、これはまあお互いに勉強し合えば通じるようになる。 

 それから、さっき言われたように文化の違い、これももともと日本も縄文時代からずっと来る

間に文化はあちらから、ヨーロッパのほうからずっと、シルクロードを通って入ってきた。だか

ら、文化的にも先進国、先輩、こちらのアジアのほうも、だからそういうことも勉強しながらや

っていけたら面白いんじゃないかと。 

 それで、外国人の方がここはええとこだと、吉賀町はいいとこだというふうに感じられると、

もちろん国のほうへもそういう情報は入ると思うんで、外国の方が吉賀町はいいとこだというこ

とが感じられるということは、よそからも国内の方もやっぱり入られる、ええとこ、ああそうか

ということになると思うんで、とにかく仲良くお互いに交流してというのをぜひやっていくべき

かと思っております。 

 長くなるので、もういいかいな。終わります。 

○議長（安永 友行君）  以上で、８番目の通告者、１番、松蔭議員の質問は終わりました。 

 ここで１０分間休憩します。 

午前10時55分休憩 
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……………………………………………………………………………… 

午前11時05分再開 

○議長（安永 友行君）  それでは、休憩前に引き続き、一般質問を再開します。 

 ９番目の通告者、５番、中田議員の発言を許します。５番、中田議員。 

○議員（５番 中田  元君）  それでは、本日１問ほど通告しておりますので質問いたします。

題は環境美化を図るための施策をということでございます。 

 環境美化といいますが、特にプラスチックごみについての質問をさせていただきたいと思いま

す。 

 当町は、１級河川高津川の源流地として知られており、清流日本一という名誉をいただいてお

ります。きのう１０番議員も言っておられましたけれども、吉賀高校によるキャッチコピーとい

うことで、水とすむまち吉賀町ということが、水をメインとしたすばらしいロゴマークを作成さ

れておられます。そういった中で現実はどうでしょうか。 

 私は、年に１回ですが、６月に高津川漁協主催の清掃ボランティアに毎年参加させていただい

ております。しかし、毎年レジ袋、ペットボトル、空き缶、農業用資材、肥料袋等でございます

が、１０人ぐらいでこの川の中を歩くわけですが、軽トラックいっぱいになります。 

 現在、国内では９００万トンのプラスチックごみが出ているそうです。そのうち、４００万ト

ンが包装容器やペットボトル、レジ袋といった使い捨てプラスチックであると言われております。

そのうち、再生されてプラスチックになるのは４分の１程度ということだそうでございます。 

 特に、家庭からの一般廃棄物の約８割を占めているとのことです。環境省も、使い捨てプラス

チックの削減目標を２０３０年には２５％削減とか、２０２０年にはレジ袋の有料化の義務づけ

を考えているとのことでございますが、これはまだ紆余曲折があるかもわかりませんが、現在集

荷したプラスチックごみはアジア諸国へ輸出していますが、今後はもう受け入れられないという

ような報道がなされております。 

 では、どうすればよいか。一番よいのはプラスチックがなければよいと思いますが、そうはい

きません。レジ袋を使わずにマイバッグの使用、または有料化をして使用を少なくすることだと

考えます。現在もマイバッグ等かなり使われる方がおられますけれども、まだまだ少ないようで

ございます。 

 また、ペットボトル、空き缶などを川などにポイ捨てをしないこと、川に捨てなくても風等で

川に入り、海に流れ込みマイクロプラスチックとなり、魚を通して人体に入り悪影響を及ぼすこ

とになると言われております。そうしたことから、住民のモラル向上で環境美化を図るため、町

で条例、法律を抜粋したようなものでよろしいかと思いますが、でも作成したらと考えておりま

す。 
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 例えば、空き缶等ポイ捨て禁止、誰も経験したことがあると思われますが、道路脇、水田、畑

など、ところ構わずポイ捨てがあります。第一投げられると、作業中でありますと特に危険であ

ろうというふうに思います。 

 現在の法律では道路交通法第７６条の４項の第５号で、道路における禁止行為でこういうふう

なポイ捨て等を行うと５万円以下の罰金ということになっております。例えば、歩いていて空き

缶とか何かを投げるということは、これは廃棄物処理法にて罰せられるというふうなことになっ

ております。 

 それと、環境美化ということで廃棄物処理法で廃棄物の焼却禁止というのがあります。これは

野焼禁止のことでございますが、廃棄物処理法第１６条の２に何人も次に掲げる方法による場合

を除き廃棄物を焼却してはならないとあります。焼却した場合には１,０００万円以下の罰金も

しくは５年以下の懲役とあります。このようにれっきとした法律があるわけですが、なかなか守

られていないのが現状だろうと思います。 

 最近、以前からですが、税務住民課が再三告知端末等を使いながら町民に注意勧告を行ってお

られます。なかなか皆さんも聞いておられるのか、わかっていて焼却しているのかわかりません

が、たんびに放送するんで焼かれる方が大勢おるのかなというふうに思っております。 

 この焼くのが、大変においもしますし目にもしみますけど、もう少しこの法令がわかるような

チラシをつくったらいいんじゃないかなというふうに思っております。町長には、参考資料とし

て吉賀町というかこれは六日市分遣所、あるいは益田広域のほうから、火災と紛らわしい行為と

いうのと野焼についてというのが、広域消防六日市分遣所で出しておられますが、このように書

いてあります。 

 このチラシが廃棄物の処理及び清掃に関する法律により、野焼は一部の例外を除き禁止されて

いますという、一部の例外とは焼いてもええちゅことですが、川掃除とか道の掃除で出た草木の

焼却とか、どんど焼きなどの行事を行うための焼却、暖をとるためのたき火等が５つぐらい書い

てあります。 

 野焼をする場合に、消防署へ届け出をするわけですが、これは野焼を許可するのではなく消防

機関が実施状況を把握するための届け出ということで、例えば私の家が無許可で火をたいておる

ということになった場合に、火事ではないかというような通報があった場合には、消防署で言え

ばこの許可があれば、いやこれはこういうふうなことで焼いておるというようなことがわかるよ

うにするための届け出であるというふうにいわれております。 

 注意事項として、この吉賀町の分遣所のパンフレットには、煙などで交通の妨げや付近住民に

迷惑がかからないように行ってください。実施は日の出から日没までの間に行う、消火器や水バ

ケツなどの消火用具を準備してくださいとかいうことがいろいろ書かれております。 
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 もう一方の、これはインターネットのほうであったわけですが、廃棄物の焼却禁止ということ

で書いてあります。これは、中身は同じようなことが書いてあるわけですが、もう少し、先ほど

言ったようにこの野焼のやってもいいよというその条件ではなしに、前提が野焼の禁止というこ

とが主に書いてあります。これは廃棄物の燃焼、野焼行為は禁止されておりますということで、

廃棄物の処理及び清掃に関する法律ということで第１６条の２ということで、何人も次に掲げる

方法で廃棄物を焼却してはならないと。 

 公益上もしくは社会の習慣上やむを得ない廃棄物の焼却または周辺地域の生活環境に与える影

響が軽微である廃棄物の焼却として、政令で定めるものというようなことが書いてあるわけです

が、免除規定も書いてありますけどこの大阪市の場合で見ると、法律が、第２５条に５年以下の

懲役もしくは１,０００万円以下の罰金またはこれに併科するというようなことが掲げてありま

す。 

 どっちかというと、もうこれを見たらごみを焼くにしてしてもペットボトル放るにしてもなか

なか、焼きにくいというような法律でちょっと締めてあるような書き方がしてあります。 

 私が言いたいのは、結局今吉賀町にあるこういうふうなごみの焼却禁止のパンフレットのよう

なものでももう少し、変な言い方ですけどおどしのきいたようなチラシも必要じゃないんだろう

かということを提案しておるわけです。 

 このことは大きなことでございますので、以上のようなことで町民のモラル、大きく言いまし

ては国民のモラルということになると思います。この辺でそういうことをチラシのようなものを

つくったらどうだろかということを１問目に質問、後で一緒に質問は答えていただきたいと思い

ますが、お考えを伺いたいと思います。 

 それから次に、産業廃棄物になると思われますが、農業用資材の廃棄プラスチックについてお

伺いいたします。 

 現在、農業用の廃棄のプラスチックですね、ＪＡが回収作業を行っておりますが、町内で

３０年度は８,３００キログラムＪＡのほうが集荷しております。２９年度は５,４００キロ、

２８年度は１万８９５キロ、約１０トンの回収を行っております。回収プランのこれもＪＡのほ

うから資料をいただきましたが、そのように農家からもかなりの産業廃棄物が出ております。 

 回収金額ですが、２８年度当初は１キロが４０円の単価でございました。２９年度からは１キ

ログラム当たりが７０円となっております。農業生産者は安い農産物、主に米であるかと思いま

すが、農産物にしても安い農産物に加えて高価な代償となっております。これについて、行政と

して補助金を出すということにはならないかということをいうことをお伺いいたします。 

 例えば、農家の負担がふえてくると倉庫にその肥料袋にしても、資材の要らなくなったビニー

ルを積むこともあるかと思います。また、野積みにして山に置いておくとか、庭先に置くにして
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も野積みが増加して環境問題がますます深刻になりかねませんが、この辺のことにつきましての

町長のお考えを伺いたいと思います。 

○議長（安永 友行君）  岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  それでは、中田議員の環境美化を図るための施策をということでお答え

をしたいと思います。まずは貴重な資料の御提供をいただき、本当にありがとうございます。 

 地域の環境美化活動につきましては、自治会が中心となり多くの地域で地域住民の方々に実施

していただいております。集められたごみを見ますと、さまざまな地域で缶や瓶、プラスチック

ごみ等が投棄されていることがわかるわけでございます。非常に遺憾ではありますが、これは一

部の方のポイ捨て行為によるものであると考えられます。清流高津川を誇る本町では、環境対策

の取り組みは非常に重要であると認識してるところでございます。 

 まずポイ捨て対策についてお答えをしたいと思います。 

 ごみのポイ捨ては、少量であっても不法投棄と同じ法律違反です。廃棄物の処理及び清掃に関

する法律や軽犯罪法、道路交通法、河川法施行令等のさまざまな法令により禁止されているわけ

でございますが、依然として減らないのは一人一人のモラルの低下であると考えております。条

例を制定し罰則規定を設けても、収支や運用の徹底に係る人的あるいは物的負担は非常に大きい

という課題があるのも現実でございます。 

 一方、御指摘があったように国は２０２０年、来年の４月１日からレジ袋の有料化を義務づけ

る方針を示しており、スーパーやコンビニなどで買い物客への無料配付が禁止をされます。これ

により、プラスチックごみの削減が期待されますが、より一層効果を上げるためにはやはりマイ

バッグの利用促進が必要不可欠でございます。 

 ほかの先進自治体の取り組みを参考にさせていただきまして、ポイ捨てに関する意識啓発やマ

イバッグの普及啓発の取り組みを進めてまいりたいと考えているところでございます。 

 次に、野焼に関する町民への周知についてでございますが、各御家庭に全戸配付しております

ごみの分別大図鑑というものがございますが、こうしたものや町のホームページで周知している

ところでございます。 

 個別具体に町へ苦情が寄せられた場合は、個人指導やケーブルテレビによる音声放送を行って

います。町民の方に対して、引き続き適切な情報提供や注意喚起に努めてまいりたいと思います。 

 特に、御指摘のありました周知用のチラシの件についてでございますが、大阪市の案件も今回

提供していただいております。法令の内容は、直接的にやはり皆さんに目に入る、視覚に入る、

認識をしていただける、こうした文面等これぜひとも検討させていただきたいなと思ってるとこ

ろでございます。 

 最後に、農業を営む上で排出をされます産業廃棄物の処理についてでございます。 
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 産業廃棄物の処理責任は当然排出者にありまして、これを適正に処理しなければなりません。

農業のみならず、ほかの産業においても産業廃棄物は発生しており、それぞれの事業所等におい

て処理を行っていただいてるところでございます。 

 農家の産廃処理費用の負担は少なくないということは重々承知してるわけでございますが、ほ

かの産業従事していらっしゃる方とも均衡を失することはできないという状況もございますので、

現時点において御提案のありましたような処理費用への補助については考えていないということ

を申し添えておきたいと思います。 

○議長（安永 友行君）  ５番、中田議員。 

○議員（５番 中田  元君）  今、私のほうで申しました広域消防、あるいは他県のチラシにつ

いて、町長のほうからまた参考にしていいものができればというような返答をいただきまして、

大変喜んでおります。 

 できるだけ町民に、最初に言いましたようにおどしではないですが、やはり六日市駐在所のほ

うに行ってもこのことについてお話しましたけれども、ごみの焼却、津和野警察も最低、初犯ぐ

らいでいくと３０万円ぐらいの罰金だろうと、それが何回もいくと今言うような１,０００万円

以下の罰金とか、大きなものになると３億円とかいうような罰金制度もあるそうでございますの

で、町民の方がやはり個人個人が気をつけていただけるようなチラシ、ある程度こんなことをし

たら罰金３０万円も要るんかと、懲役もあるんかというようなものをやはり入れていただけると

大変、それがおどしでやめるようなことじゃいけんのですが、モラルと思います。 

 それと、今の瓶と缶の投げ捨てにつきましても、これ町内の方にはある程度のチラシとあれは

できるかもしれませんが、車から投げられるのもなかなか捕まえることができないということで、

先日六日市駐在所のほうで伺いましたところ、今まで缶のポイ捨てを捕まえたことは全国でもな

いんじゃないかなというようなお話をされましたが、私ちょっと調べてみますと、名古屋だった

かな、ことしにポイ捨てで捕まって罰金を払われたというのが載っておりましたので、やはり警

察の方がおられて缶のポイ捨てでも５万円の罰金払うというような事例もあったようなことがネ

ットのほうに載っておりましたので、そういうふうなこともできれば載せていただきたいと思い

ます。 

 それと、もう１点言いました産業廃棄物、実際今すぐにＪＡに出す農業用のプラスチック、町

長言われるようにほかの産業との関連もあるかと思いますが、特に私が今ここで質問いたしまし

たように安い農産物を生産しておられる。私もちょっと柿木の方に、柿木の方は有機農業だから

余り肥料なんか使わんから肥料袋でも出んでしょうねと言うたら、いやそんなことはありません

と、畑でもしっかりシートを敷いたり、あの量が莫大になって大変なんですよというようなこと

もお話聞きましたので、大変負担がかかっておられると思います。早急な対応は無理かもわかり
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ませんが、その辺のことを今後検討いただくようにお願いをしておきたいと思います。 

 私の質問は以上でございます。どうもありがとうございました。終わります。 

○議長（安永 友行君）  以上で、９番目の通告者、５番、中田議員の質問が終わりました。 

 ここで５分間休憩します。 

午前11時29分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時34分再開 

○議長（安永 友行君）  それでは、休憩前に引き続き、一般質問を再開します。 

 １０番目の通告者、９番、河村由美子議員の発言を許します。９番、河村由美子議員。 

○議員（９番 河村由美子君）  私は３点通告をしてありますので、第１点目なんですけども、自

主財源の確保対策についてという質問なんですけども、先般の臨時会でも私債権の放棄というこ

とが、けさほどにも３番議員のほうからありましたけど、担当課の説明でも水道課のほうでもほ

かに３００件を上回るような滞納があるというような説明も報告もありましたけども、早速町の

ほうは徴収審査会議をして今後の対策を講じるという説明ではありましたけど、まずは町代表と

して町長、具体的な対策を説明してほしいわけなんですけども、先般９月３日に出されましたこ

の報告で、昨年度ではありますけども議会の決算委員会ですねそれと監査委員、例年のごとく毎

年同じような指摘があるわけなんですけども、そうした中で町長が決算特別委員会に対する報告

というものがあるんですけれども、そうした中で一般会計、特別会計、それぞれの執行された分

で個別に見ましても、要するに滞納とか何ていうかそういうなものが大変に、使用料であったり

税金であったり保険税であったりいろいろあるわけなんですけども、どこを見ましても努めます、

今後は法令規則の規定を遵守しますとか、徴収強化に努めますというような報告書が出るわけな

んですけれども、私はその努めます、こうしますというのも大変重要なことではありますがやは

り税金というものは、使用料でも一緒ですよ、根拠に基づいたものが賦課されているわけですか

ら、町民は当然国民の三大義務に従って納税義務というものを考えておりますから、当然払う意

思はあります。あると思います。 

 そこで、やはり何ていいますか、しますやります、審査委員会にかけてこうしますていうだけ

では、前向きな検討ということには値するかもしれませんけども、実際にそれを徴収する、その

問題解決にはひとつもならんような気がするんですよ。そうした中で、今後同然にならない方法

をとる、それは何か。 

 それと徴収方法ですね、過去に、覚えておられると思いますが、外部の方を徴収員に雇用して

外部委託をして徴収員制度というものを設けたことがあります。それと、全期前納報奨金ていう

ものが、他の町村も随時やめられたようでありますけど、私どもで言いますと主婦の立場であり
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ますからいずれ払わにゃならないていうものでしたら、月々積み立てをしてでも全期前納して数

百円、数千円が浮くということになれば、夕食のおかず代が出たわとかそういうことで全期前納

ができて、気持ち的にもいいという結果なんですよ。 

 そういうことを具体的に、改善策として努めますとか前向きに検討しますということでなくて、

この徴収を効果を上げるためには何をどういうふうに改善していくのかということを、やはり具

体策を出してそのものが効果があるかどうかていうことはやってみなきゃわかりませんが、過去

の検証からいって多分成果があったんであろうというふうには思いますけども、その辺のところ

を町は、きのうの一般質問でもありましたが、三役は平均の７５５万円も給料あると、職員は

４１９万円だと。ほかの嘱託職員だったら９６万７,０００円ぐらい。 

 そうすると、銀行なんかがつかまえてる数字でも可処分所得であろうと思いますけども、町民

の平均は１７２万８,０００円ですよね。県民所得はそれよりちょっと高いぐらいだと思うんで

すけども、そういう実態の中で今後の対策ていうものをもっともっと具体的にしていくにはどう

したらいいかということを町も考えて実行しなきゃいけないと思います。 

 それと、もうちょっと職員もですが、法律を知らないっていうわけではありませんが、私債権

とか何とか自主財源につきましては民法というものがあります。民法の７２４条、自治法は

２４０の２項というのがありますよね、発生を知った日から３年間行使しない場合は時効になっ

て消滅すると、これが７０９条消滅時効というものがありますよね。 

 当然、職員の方も町長も町民の方も御存じだとは思いますけども、その辺のところで今後非常

に、交付税も１本算定になって収入は減る、いただくものは滞納がどんどんふえる。本当の自主

財源てのは５億何ぼしかないんですよ町は。 

 それを滞納で、約私は１億円ていうことを言うんですが、町長はいやいや８,０００何百万円、

９,０００万円近けりゃもう四捨五入しても１億円ということになりますよ滞納は。 

 そういった実態がある中で、もうちょっと危機管理意識というものを持って対応していただか

なくちゃいけないと思いますし、そのことと法律、今の対策の手順といいますか手段、それとも

うひとつは、我々のパソコン、ソフトの話なんですが、例えば売掛金をつくる、例えば何年度に

幾ら売り上げましたこの方に。税金も一緒ですよね。そうすると、一度に払っていただける人、

分けて払う人、滞納する人もあるかもしれません。 

 そうすると、パソコン上では最終年度取引が何月何日というふうになって、過ぎた年度からが

累計で出るようになってるんですけども、役場の各徴収課のパソコンというかシステムですね、

その辺はどういうふうになってるんかなて、あれまできちっとなっとればこの前みたいなことが、

１０年前のやつが残ってこれが残っておりますというようなことは起きないというふうには思う

んですが、システムがどうなっとるんかな、毎年毎年、新年度には何百万円とか何千万円ていう
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システム改修とか出ますよね、その辺でどうもちょっと理解に苦しむということなんですが、町

長その辺の答弁お願いします。 

○議長（安永 友行君）  岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  それでは、まず１点目でございます。自主財源確保対策についてという

ことでお答えをしておきたいと思います。小さいことについてのお問い合わせもありましたので、

十分なお答えになるかどうかわかりませんけどよろしくお願いいたします。 

 税や強制執行可能な債権につきましては、納期限経過後督促状を発布、いわゆる交付をいたし

まして、その後相当期間を経過した滞納者には、文書、電話、あるいは訪問による催告と、居所

や財産などの調査を行っております。 

 調査の結果、財産を発見した滞納者に対しては財産差し押さえを執行し、財産が発見できない

ものや生活が困難になる恐れがあるものにつきましては、滞納処分の執行停止後に不納欠損を行

うことで不良債権化を防いでるような状況でございます。 

 御指摘の先般の臨時議会で報告しました水道料金の案件でございますが、後日債権共同徴収委

員会を開催いたしまして、その検証と今後の対応を協議したところでございます。 

 この件につきましては、先ほどのほかの議員さんの質問にお答えをしたとおりでございますが、

徴収週間の設定や裁判所を活用した支払い督促の実施、あるいは徴収停止制度の検討など今後厳

正な対応を図ってまいりたいと考えておりますので、御理解を賜りたいと思います。 

 それから、いろいろ御紹介がございました。特に決算審査意見書、昨日監査委員のほうからも

御説明なり御指摘があったところでございますが、やはりこの中にこういうふうな記載もござい

ます。これは共通的事項のところでの指摘でございますが、税金及び使用料等の収入未済額の発

生状況は、一般会計及び特別会計等の現年度及び滞納繰越分の合計が、先ほどお話がございまし

たように８,３４９万９,０００円と、１１２万１,０００円改善がされている。勤務時間外の滞

納への訪問活動や、督促の実施等地道な取り組みや債権共同徴収対策委員会での情報共有、強制

執行等の対策を講じているということ、しかしながら徴収率アップにはまだまだ至っていないと

いうような記載でございます。 

 そして、納税の公平公正さに向けた対策の強化を図られたいと、こんな御指摘でございました。

まさにそのとおりでございまして、この内容で今年度また新たに対策を強化していきたいという

思いでございます。 

 それで、今回の案件もそうでございます。それから、今回のその監査委員会の指摘も含めてで

ございますが、職員で構成いたします委員会のほうで、これ先ほど話がございましたように徴収

方法、あるいはその手法について、さらにその効果が上がるような対策について検討をしていき

たいと思っております。 
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 それから、法令のお話がございました。当然、そのような対応をやっぱりとっていかなければ

いけないと思いますが、やはりその相手方のことがいろいろその御事情があったり状況がまちま

ちでございますので、またしかるべきときには顧問弁護士等に相談をしながら対策については対

処してまいりたいというふうに思っております。 

 それから、最後にシステムの問題がございました。私もシステム全体がどのように集約をされ

たというのは承知をしておりませんが、システムで集約ができずとも、先ほど言いました職員で

構成する委員会のほうではいわゆる名寄せの作業、集約をするという作業するというのは間違い

ございませんので、そこら辺りで全庁的な全会計を通したいわゆる滞納の状況というのは把握で

きる状態にあるということでございます。 

○議長（安永 友行君）  ９番、河村由美子議員。 

○議員（９番 河村由美子君）  町の財政のほうも、借金がこれは当然この３月の話なんですけど

も１１２億５,３００万円、町民１人当たり、６,２００人としましても借金が１８１万

５,０００円ぐらいあるわけですよ。 

 それで、基金や貯金はどうかといいますと３７億２,７００万円ですから、町民１人当たりが

６０万円未満、５９万６,０００円ぐらいあると。それだけ、前町長もいろいろ予算執行に苦慮

されたりして血税を少しずつ貯められて、それじゃ町民が満足だったかてこういやいろいろ問題

があるかもしれませんけれども、余り投資額が少なくても最大の効果が上げられる事業というの

があると思うんですよ。 

 何の制度の質問でも言いますけども、まずはここで税金をいただくことを創意工夫をして、ぜ

ひとも私が先ほど言いました徴収員制度がいいのかどうか、それと前納報奨がいいのかどうなの

かその辺のところぜひとも再考していただいて、実施に向けてやってほしいと思います。 

 そうしないと、大変な財政が逼迫してくるということの中で、それとやはりその納税というの

はいろんな所得であったりとか財産であったりとか有形のもの無形のものに対して、あったもの

に対して賦課されるわけですが、今度はいろんなことで稼ぐこと考えりゃいいと思うんですよ。 

 ふるさと納税なんかがいい例だと思うんですけども、総務省が大阪の泉佐野市でしたかね、い

ろいろ問題があったようではございますが、独自性を持って町は今２００万円から４００万円、

５００万円は突破してないですよね年間、ふるさと納税も。 

 ていうことは、本当にこの町のことに将来に使ってほしいていうのが、１０万円ぐらいの単位

で寄附してくださる人が数名おられるということも聞きましたけれども、一般論から言いますと

やはり、特に女性で私もそうなんですが、控除だけでなくて返礼品それを目当てにするていうの

が大半だろうと思うんですが、吉賀町の場合は１万円で米を５キロでしたかね、そのぐらい返礼

しとるというような実態だと思うんですが、返礼しようにも商品がないというこの繰り返しであ
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ろうと思いますが、あっさり米をブランド化したいどうのこうの言うんでしたら、例えばの話で

すよ、１万円納税していただいたら３０キロもあげたら送り賃とか何とかが大変ですが、相当キ

ロ数を返礼するとか、そうすると農家のお米が巡回していって農家所得も上がっていくというよ

うな巡回が起きるような気がするんですが、ほかにないから言うんですよ。米米言ってるわけな

んですが、その辺でやはり自主財源を、あるものを徴収するばっかりも大切ですが、今度はふる

さと納税とか何とかで増収を得るという方法論をもうちょっと真剣に工夫したほうがいいと思う

んですが、町長いかがですか。 

○議長（安永 友行君）  岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  大変前向きな御意見をいただいたと思ってます。決算書にありますよう

に、本当に基金とそれから地方債現在高、いわゆる貯金と借金の話がございましたが、本当御案

内のとおりでございます。 

 幾分その財政指標は回復をしながらも、現状はそういった状況でございます。本当にあるべき

財源をしっかりまずは確保するという意味では、滞納があってはいけません。それから、新しい

やっぱり財源を見つけていくということで言えば、一つの手法はふるさと納税だろうと思います。 

 きのうもふるさと納税の話が一般質問でございました。ああして国がやや行き過ぎたところの

ある自治体に対して規制をかけるということで、指定をしないとか、それから４カ月であるとか

１年４カ月とか幾分その期間を定めて制限をかけて今回指定をするということで、ことしの６月

１日から新たな制度がスタートいたしました。幸い吉賀町はそれには至ってないということで現

状どおりでございます。裏を返せばそれだけの納税がないということなんですよね。 

 ですから、御案内もありましたが昨年度の決算では約４６０万円、通年いたしますと３００万

円から４００万円の中ほどぐらいということで、ほかの自治体に比べるとゼロの数が、けたが一

けた二けた違うというな状況で本当に寂しい限りでございますが、ここはやはりいろいろなこと

を考えながら、ふるさと納税をしていただけるようなことを考えていかなければならないと思い

ます。 

 返礼品の話がございました。先ほど言いましたように、大阪のある自治体のことから端を発し

て、今国では国と地方の委員会のほうへ諮問をするということで、ある意味その中の新聞何かの

コメント見ますと、返礼品が今度はなくなるんではないかというようなことも記載をしてあるわ

けです。 

 それでいくと、ある意味ふるさと納税が平等にということもあるかもわかりませんが、我々と

いたしましてはそのふるさと納税の返礼品でやはりお話があったように町のＰＲであるとかブラ

ンド品であったり町の情報発信がしっかりできるという反面もあるわけですから、ちょっと今こ

れ非常に気がかりなとこは反面はあるんですけど、国の動向を見ながらふるさと納税でしっかり
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財源が確保できるようにこれからも検討を進めていきたいと思ってるところでございます。 

○議長（安永 友行君）  ９番、河村由美子議員。 

○議員（９番 河村由美子君）  ぜひそう前向きに進めてくださいませ。それで１点目は終わりま

す。 

○議長（安永 友行君）  ９番、河村由美子議員の一般質問については３件の通告があるんですが、

今１件が終わりましてちょうど１２時にもなりますので、ここで途中ですが河村議員の一般質問

はここで休憩を入れて、午後１時から再開をさせていただきます。休憩します。 

午前11時56分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時00分再開 

○議長（安永 友行君）  それでは、休憩前に引き続き、会議を再開します。 

 一般質問の１０番目の通告者、９番、河村由美子議員の発言が残っておりますので、続けてや

っていただきます。９番、河村由美子議員。 

○議員（９番 河村由美子君）  ２点目の質問は、地方創生対策についてということなんですけど

も、今年度が最終年度となりますが、特徴を生かして自主的で持続的な社会の創生のために国を

上げて一大プロジェクトと位置づけて、当町も２７年度から多額の事業費を消化をいたしました。 

 今年度だけでも、総合戦略として当初予算で総額６億５,３００万円ですが、その基本理念の

実現にはほど遠い結果感というものがあるような気がするんですけども、成果、諸課題等の検証

について実行しました町としては、国の思惑にただただ予算を消化したんではないかという思い

はないでしょうか。結果について伺います。 

○議長（安永 友行君）  岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  それでは、２点目の地方創生対策についてお答えをしたいと思います。 

 吉賀町総合戦略は、基本理念に「子どもを育み、子どもとともに発展するまちを目指して」を

掲げまして、平成２７年度から令和元年度を期間として取り組んでまいりました。本年度の本町

の総合戦略につきましては、当初予算で約６億５,３００万円の事業費を計上し、実施中であり

ます。 

 一方で、平成３０年度で実施いたしました事業につきましては、今月９月に外部委員である総

合戦略推進委員会を開催いたしまして総合戦略の評価を行い、議会全員協議会で報告させていた

だくこととしております。また、委員会での評価の内容につきまして担当部局において共有し、

必要に応じて事業の見直しをしながら次年度以降に生かしてまいりたいと思います。 

 成果といたしましては、指標に合計特殊出生率と社会増減を掲げ、合計特殊出生率１.８６を

毎年０.０１６６上昇、社会増減を毎年１０.４人増加として取り組んでいます。 
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 各種統計の平成３０年度の確定値が公表されていないこともあり、平成２９年の状況となるわ

けでございますが、合計特殊出生率が１.９５、社会増減が２２人増加となっているような状況

でございます。 

 現段階での国や県の地方創生に対する方向性は次のとおりでございます。国の第１期総合戦略

は今年度が最終年度であることから、まち・ひと・しごと創生基本方針２０１９についての中で、

第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定が令和元年６月２１日に閣議決定されています。

この方針を受け、島根県においても総合計画と総合戦略を一本化した島根創生計画の策定に取り

組んでおります。 

 第２期において、国は総合戦略の目的である人口減少克服、地方創生といった状況には至って

いないことから、第１期を継続強化し、将来的な移住にもつながる関係人口の創出拡大に重点を

置くなど、新たな視点を盛り込んでいます。 

 こういった国の地方創生の継続強化を受け、吉賀町においても今年度が最終年度ということで、

次期総合戦略を策定するか現戦略を延長していくか、総合戦略推進委員会において議論し、決定

をしてまいりたいと考えているところでございます。 

 なお、通告の中で今回国が提唱いたしました地方創生対策について、国の思惑にはまりただ予

算消化したとは思いませんかというような問い合わせがございました。 

 本年度は、第１次総合戦略の最終年度となるわけでございますが、先ほど申し上げました個別

の人口動態の指標も当町の場合は上昇しておりますし、人口減少率も当初より若干緩やかになっ

ています。 

 したがって、現時点においては成果が上がっていると認識しておるわけでございまして、国よ

りは島根県の指導・助言を仰ぎながら、当町といたしましては真摯に対応してきた施策であるこ

とをあえて申し添えておきたいと思います。 

○議長（安永 友行君）  ９番、河村由美子議員。 

○議員（９番 河村由美子君）  この地方創生というのは、地方自治体の自律的な地域活性化の取

り組みを支援するという政策のもとにおきまして、２０１４年第２次安倍構造内閣が発表したわ

けでございますが、地方の実情を鑑みないでといいますか、中央集権的な政策ではないかなとい

うふうな受けとめ方もできるというか、するわけなんですけども、そうした中で市町村に一律の

総合戦略というものをつくらせて、その何ていうか国の思惑を押しつけるような形ではないかな

ていう感も私は受けているわけなんですが、ただ地方は口開けてその戦略に基づく中央からの仕

送りを待ってる実態、そうしたもんではないかなという中で、先ほどの答弁の中では人口動態が

緩やかに回復してという中で、第１期につきましては出生率とか社会増減、人口動態とか緩やか

になってふえたと。１.６５とかいうような数値も出ておりますが、来期ですね、第２期地方創
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生総合戦略というものを国のほうもまた考えているようではございますが、その中で国が２８年

度に地方創生推進交付金というものが、その中での新型交付金というものがあったと思うんです

けれども、その支援対策、その中で先駆的なことをやる、模擬的な横断的なことをやる、段階的

なことをやるというふうなものが５年、３年、３年というふうに区切られて、予算化されて新型

交付があったと思うんですけども、地域の知力が問われているという、こういう何ていいますか

事業だというふうに解釈するわけなんですけども、そうした中でやるべきことを見きわめて、積

極的に問題に取り組んだことを重要視すると。 

 そうした中で、今まで本町がこの５年間、累計でいいますと毎年、去年はたしか７億幾らでし

たよね総体的なものは。そうすると、５年間でも３０、４０億円近いというお金が使われたと思

うんですけども、そうしたものを使った費用対効果といいますかその効果検証については、検証

率をいいますと今ＫＰＩというものらしいですが、分野ごとに分けても都道府県で１０％検証す

ると市町村で９１.８％の検証結果を出しつつあるということなんですけども、そうしたことが

大変なお金を使った割に職員であったり、我々も若干そういうことが周知されてわかるような気

もするんですが、体感実感がないという中でやはり町民にもそういうことを周知する必要性があ

ると思うんですよ。 

 これ余談かもしれませんが町長コラムというのを出してますよね。これは、単なる御自身の行

動記録、そういうものをリレー的にやって今回１９回目を出しておられますが、こんなことを、

これが今この地方創生とは関係ないち言われりゃそれまでなんですけども、そういうことを周知

する前にこれは自費でやってほしいと思うんですよ。 

 自費で行動記録、政治思想というものを、選挙法にどうこうすることもあるかどうか別として、

皆さんの少ない血税使ってこういうコラムを出されるよりは、例えば多額の予算を使って成果こ

うですああですていうことを、この１面を使ってでも私はリレー的にでも町民に周知をする必要

性があるんじゃなかろうかなというふうに思いがいたしておりますが、町長いかがお考えでしょ

うか。 

○議長（安永 友行君）  岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  今回のその総合戦略、間もなく１期を終えて第２期に入ろうとしている。

吉賀町の場合はそれを第２期にするのか第１期を延長していくのか、まさに今から結論を出すべ

きところに差しかかっているところでございますが、総合戦略はいわゆる国の地方創生そのもの

はああして人口消滅自治体、いわゆる消滅自治体というようなことが叫ばれて、そうした中で、

総合戦略、地方創生ということが全国的に始まったということでございます。 

 推進交付金のお話もございました。どの事業にどれだけというのは今ちょっと申し上げること

できませんけど、やるべきことはやらなければならない、それを見きわめて先行的に、あるいは
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先駆的にやっていくという事業に充てたということでございますから、ことしがまさに５年の第

１期の最終年度ということで、総仕上げの年でございます。 

 総仕上げと言いましても、人口減少をそもそも抑えるのに５年でできるというそんなレベルの

話じゃないわけでございますから、これやっぱり総合戦略であろうが地方創生であろうが自治体

としては大きな課題としてやはり継続的に取り組んでいかなければならない問題だろうと思って

おります。 

 成果の部分は先ほど簡単に申し上げましたけど、これは今回配付をさせていただいております

決算資料とともに事務報告書のほうにも添付をさせていただいておる内容でございますけど、

２７年度から総合戦略は始まって現在今３０年度の数値については精査をしてるところでござい

ますが、その前段、ですから総合戦略といいますか地方創生が叫ばれたころからの、数値で申し

上げますと例えば合計特殊出生率は当町の場合１.８６、平成２５年で１.８６であったものが

２９年の直近の数値の確定値では１.９５になってます。 

 それから出生数、これも２５年が３９名であったものが、これは波がありますけど２９年の段

階では４９人、それから社会増減も平成２５年にはマイナス３６人であったのが２９年のときに

はプラスの２２人、自然増減も２５年にはマイナス９６であったのが２９年にはマイナス７５と

いうことで、非常に数字だけをとってみてもやはり結果が出ているんだろうと思ってます。 

 そうした中で、何度も申し上げますが吉賀町の場合今のところ人口の減率が幾分緩やかになっ

たということで、これはまさに総合戦略といいますか国が提唱していただいた地方創生によるも

のだと、効果はやっぱり出ているんだろうというふうに思っています。その歩みをとめることな

く対応していかなければならないということでございます。 

 以前にも９番議員の一般質問にお答えをさせていただいたことがあろうかと思いますが、特に

今年度６億５,３００万円余の総合戦略予算を計上させていただいてまして、４つの大きな柱が

あるわけなんですけど、その中で金額多い少ないは別にして、やはり今我々が一番力を入れてい

かなければならないのは、当然これまで続いてきた、やってきた少子化対策というのは、これや

っぱりベースラインとして必要だろうと思います。 

 それに加えて、きのうもちょっとほかの議員さんにお答えをしたところでございますが、今や

っぱり見きわめてやっていかなければならないのは地域の医療対策であったり、それから従業員

の確保であったり、そこにやはり雇用対策もあるでしょう。それから附随をした関連したことで

いえば住宅問題、そうした住まい対策もしっかりやっていかなければならないということですか

ら、そこへやはり先行投資もしながらこれ以後の、来年度以降の総合戦略なり地方創生について

は対策を講じていく必要があろうかと思っております。 

 最後のところで私のコラムの話がございましたが、ただ単に私の云々ということではなくて、
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やはりトップの考えであったり、それからそこらあたりをどうした対応を今町長動いているのか

ということをお伝えをしたいという思いで、本当に貴重な紙面をお借りをしてコラムを掲載、連

載をさせていただいているところでございます。 

 私はそのコラムを書くがためではないんですが、やはりそういうこともあって私自身が町内の

至るところへ出かけていかなければいけない、そうした意味でも私は自分自身に対してもそうで

ございますが、町民の方にもそうした意味では御理解をいただいている部分ではないかと思いま

す。 

 それから、総合戦略の関係で申し上げますと、先ほど議員のほうからも御指摘がございました

けど、ただ単に数字的な数値、例えば合計特殊出生率であったり出生率であったり、それから社

会増、自然増減、ただ単にそれを言うばっかりでなくしてやはり一番皆さんの関心の深いところ

は人口もそうでございますけど、やっぱり経済的にどのぐらいの効果があったかということだろ

うと思いますので、これはどういった形で情報発信なりお伝えをしたらいいのか、どういう数値

をもってお伝えをしたらいいのか、今ちょっと私の頭のほうには浮かびませんけど、それはこれ

から今第１期が終わろうとしておるわけでございますから、いわゆるその情報発信の仕方、伝え

方についてはまた考えていかなければならない部分だろうと思っております。 

○議長（安永 友行君）  ９番、河村由美子議員。 

○議員（９番 河村由美子君）  コラムにつきましては賛否両論ありますので、そこのところは町

長の見解と私との相違もあるかと思いますが、もっとほかの使い道といいますか広報の仕方もあ

ろうかと思いますので、ぜひともいろんなことをコラムリレーで載せていただくことを申し添え

ておきたいと思います。 

 それと、これらを独自の体系で自己評価をする、総合評価のこの５年の検証についても。それ

することは大変留意が必要であろうと思います。自画自賛になったり、いろいろあると思います

から、それを客観的によそからていうことにはなりませんけれども、やはりその中で重点的な施

策としまして、例えば一例上げますと、ここで言いますと農林、水産はありませんけども、農業

林業振興につきまして、それを取り組んだ結果が個別あたりの生産量がふえた、就業者の人口が

ふえたとちゅうことにつながって、いわゆる山が９０何％もあるようなとこですから、それを活

用してその自然災害も防げたり所得が上がったり景観もよくなったりということで、就労人口が

ふえる。 

 しかも、そのことによって雨水を保水することによって土地が潤ってきて作物がよくとれると

いうふうなものにつながっていく要素ぐらいしかないんですよここで言うと。あとは第何次産業

になる、２次産業といいますか、そういう３次産業というのが就労の場がありますけども、そう

いうところまでやはりおよぶまでいったらなかなかいろんな結果の検証というのが留意しながら
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しなくてはいけませんが、当町にとりましては人口増、動態が非常に減少する中で全国一緒なん

ですけどもそれが団地ですね、それがふえつつあって上がってくちゅことは大変いいことだと思

いますが、今後もやはり人口増加、少子高齢化対策、少子化対策ですね、医療対策、これを重点

としまして、そして地域の活力、そして所得の向上、そして何よりも役場の職員の皆様方でいい

ますとやはり人材の育成ですよね。いろんな意味でいろんなノウハウ、即戦力になる人材の育成

というのが重要なんではないかと思います。 

 そして行動、実行、考える、そして稼げるまちづくりというものに成果が求められるものであ

るのが地方創生総合戦略だと私は理解しておりますので、その辺のとこですね、時間が少なくな

りますから簡潔に答弁してください。３問目がありますから。 

○議長（安永 友行君）  岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  やはり私は人口に尽きるんだろうと。もともとその総合戦略、創生はそ

うでございますから、島根県が毎月発表する推計人口、私は毎月楽しみに拝見をさせていただい

て、うれしいことに８月は１９の自治体、市部を含めて吉賀町のプラス２２というのが県下でト

ップでございました。 

 ２２ふえた内訳を見ますと１４人は外国人の方なんですね影響は。でも残りの８人は日本人の

方。ですからとかく、私も今外国人がふえたとこう言ってますけど、そうじゃなくてやはり日本

人の方もふえてるということでございますから、これからもそうしたことを意識しながら取り組

んでいきたいと思いますし、それからそうはいっても人口が全てではございませんが、でも人の

数というのは大きな力でございますから、しっかりそこを見きわめて次の総合戦略に取り組んで

いきたいと思います。 

 外部評価のお話がございました。一時的には我々がまず評価をさせていただいて、外部の委員

の方に評価をしていただいて、それを議会のほうに御報告するというようなシステムになってお

りますので、その点につきましては御理解をいただきたいと思います。 

○議長（安永 友行君）  ９番、河村由美子議員。 

○議員（９番 河村由美子君）  それでは３点目に移りますけれども、地域商社の進捗についてと

いうお尋ねでございまして、株式会社丹後王国との包括連携協定を締結しました。３１年度、令

和元年度の当初予算でも１,４３８万７,０００円を計上いたしまして、これは山村活性化支援交

付金と特別交付税と地方創生推進交付金を充当するとあるわけなんですけども、丹後王国からの

社員を派遣していただいてアドバイスを受けて地域の産品、資源を発掘して磨き上げて販路を開

拓するという、行うということで、それは将来的には収益を生産者、事業者に還元する仕組みを

すると、つくるんだというふうに書いてあるわけなんですけど、ただいまの現状の進捗といいま

すか、けさもちょっと質問が出ておりましたがそのあたりで、この費用というのは２月の全協で
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も説明がありましたように今年度は、３月から５月は地域おこし協力隊準備室をつくって、販売

品目の選定のためのテストマーケティングを実施するとか、そして収支の計画をつくって長期計

画をつくるということなんですけども、これは随時費用をつけてそういう、何ていうんですかね、

今半年なんですけども、どういう状況にあるのかちょっと説明してほしいと思うんですけれども。 

○議長（安永 友行君）  岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  それでは、３問目の地域商社の進捗についてということでお答えをした

いと思います。 

 これはこれまでのほかの議員のところでもお答えをしております。重複になろうかと思います

が御容赦をいただきたいと思います。 

 地域商社に関しては、他の議員からの御質問もありましたので同じことを御答弁するようにな

りますが、３月末に包括連携協定を結んだ株式会社丹後王国から専任の社員が６月より吉賀町に

滞在し、地域商社設立準備室の職員と設立に向けた計画策定を進めているところでございます。 

 また、町顧問の千田先生のほうにも定期的にアドバイスをいただいているところでございます。

どのような組織で何の事業を行っていくのかなど、全体の構想について現在鋭意検討を進めてい

る段階でございます。申し上げましたように、１２月の定例会の前段の全員協議会で概要につい

て御説明できるように今鋭意準備をしてるところでございます。 

 なお、質問のところにもございました地方創生推進交付金につきましては、これは来年度から

の財源ということでございます。 

 それで、今年度のいわゆる予算の規模、先ほど来ありますように１,４００万円余の金額とい

うことで、その財源の１つとして山村活性化支援交付金を約５００万円ぐらい充当させていただ

いているということでございます。 

 今、着任を６月からしていただいて産業課のほうで準備室を立ち上げて、小さいことを今整理

をしてるところでございますが、とはいいましてもやはり地域おこし協力隊として企業版として

人材を派遣をしていただいてますが、まずやはり地域のことを知っていただかない限りは非常に

組み立て自体が難しいことがありますので、私もいろいろお話を聞いてますが、その社員の方が

いつ来ていただいてお話をしましたとかあちこちを聞いておりますから、間違いなく今足を運ん

でそういう情報をキャッチをしてるところに努めているんだろうと思います。 

 来年度のまた組み立て方―、その前段で先ほど言いましたように今準備をしているものを取り

まとめをさせていただいて、年内の全員協議会のところでお示しをさせていただいたらと思いま

す。どうかよろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  ９番、河村由美子議員。 

○議員（９番 河村由美子君）  なかなか地元に情報が薄い方が、これは商社のほうから派遣され
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てきて費用はこっちが負担しとるということだと思いますが、なかなか地域の実情もわからない、

地域の特色もわからないそうした中で、これは事業として自立継続することは大変な課題だと思

うんですけども、地域商社というものが地域に稼ぐ力をつくって、地方創生切り札にして果たす

役割といいますか、そういう強みというか数値というのは本当に未知数であると思うんですけど

も、全国的にふえ続けておるわけなんですよ。 

 今ＤＭＯといいまして、観光ですね、それと地域商社とが合体といいますかそういうことをし

て地域をＰＲして産品を売って収入を得て、生産者は所得が上がるというのを大々的に、これ全

国的に展開、近隣でも山口とかあっちこっちやってますけども、やはり何と言いましても課題は

どこまでいっても財源と人材なんですよ。 

 それを、やっぱり仕かけ人というので丹後王国から来ていただいたんでしょうけども、なかな

か地域に密着性がないという中で、それじゃ産業課がどれだけのものをノウハウ持って提供でき

るかって言ったらそうでもないということになりますと、よその受け売り、見よう見まねでも大

変なわけですが、よそはまだまだ地域に特産品というものが、例えばユズであったり、四国でい

ったら馬路村とかいうのが全国でもサントリーと共同して、何ていうんかねあれは何とかいう味

の蔵だったかな、ポン酢つくってますよ、あれなんかもう莫大売れとるとかいうようなことがあ

るわけですよ。 

 この近隣でいや美都町のユズですけども、ここのユズもそんなにない、町長がいつも言われる

ように少量多品目、確かに１つずつはええかもしれんけど、それじゃそれを製品化をしてロット

で需要と供給のバランスがとれるかといったらその限りじゃない。しかも先ほどもありましたが、

ラッキョウをつくる、１キロ当たりが洗いラッキョウで４５０円ですよ。それを３軒の農家にお

願いしとるということですが、これは農家の人が高齢者で２年も３年も寝かして草取りをしなが

らできたものを洗いラッキョウにして、キロが１,０００円で、私が知ってる人は蔵木の人が

６０万円ぐらい年間上げとる人がおると。そうすると、キロ４５０円のラッキョウで割ってみて

くださいよ、１トン６００ぐらいの洗いラッキョウ出さなやれんちゅうことですよ。そういうも

のを誰がするんですかていうことなんですよ。 

 確かにイカリスーパーとかなんとかでこれだけのもの売れるというのはあるかもしれませんけ

ども、やはりそこでもうちょっと矛先を変えるといいますか、売り方を変えるといいますかその

辺をやってかないと、サフランにしてもそうですよ、有機茶も今、町長先ほども紅茶が非常にい

いとか言ってですが、島根県に出して２０パック送ったそうですが、東京の人であれが何グラム

入っとるんかしれんが８５０円、そのぐらいの単価東京の人やったら幾らでも安いと思って買い

ますよ。 

 だけど、次のリピーターと、送ってくださいていうことがない。ないのもいいんですが、送ろ
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うにも商品がないというようなことで、結局昨年度２０万円売上て聞いたんですけども、何せそ

の程度のことではなかなか地域商社へ入れて云々ちゅうほどのことじゃないと私は思っておるん

ですけども、今後の課題というの大変、課題が大きいと思うんですけども、要するにその１次産

業でものを量産してつくるてのは今やっていただかなくちゃ、地元の方はわかってると思います

よ。 

 例えば、笹山でいったら火山灰じゃからサトイモが非常にいいとかいうことがあるでしょう。

農家の人たちはそんなこと十分承知しておられますが、土壌に合った品目を選定してそれを需要

がすごくあると、供給もできるというようなものを選ぶこと、それで生産者がまず自分が田畑持

っておらにゃいけませんから、そうするとできる人が本当に数限られて未知数だと思うんですよ。 

 そうすると継続性はどうなのかなということまでいきますと、これ大変な労力と対価に対する

コスト計算せにゃいけませんのでその辺を考えたらなかなか、私が後ろ向きな話をしとるわけで

はないんですけども、やはり品目をきちっと付加価値が高い、軽量で高いというふうなものをつ

くらないとなかなか生産者が、底辺の人が本当に汗かく人が所得向上にはつながらないと思うん

ですよ。 

 幾ら商社立ち上げてもそういうことだろうというふうに思いますので、町長その辺の戦略と言

いますか持っとられるんかなと思うんですけど、売り方は別に商社でなくても津和野町が特産品

の販路拡大ていうんでネットでやってるでしょう今。最近この６月の新聞出てましたが丸ごと津

和野町なんていうので、東京のほうの会社へ地域商社事業としてネットでやっとるというような

ことをやるわけなんですけども、どこの地方の町村もありとあらゆることをやって生産向上、所

得向上に頑張っておられるんですよ。 

 そうすると、先ほど言いましたＤＭＯですよね、観光と一緒になってやれちゅてもここはほい

じゃあどれだけの観光があるのかてことになりますけども、やはり連携をつくってそして、津和

野町であったりやるということも一つの方法論ではないかなというふうに思うんですけども、町

長とすればただ丹後王国の方から、交付金があるから人を雇って産業課と一緒になってものをや

るんじゃというようなぬるい話をしとったんでは、なかなか来年度再来年度にわっとものが、商

品が売り出せるものはできないと思うんですがね。その辺で、町長少量多品目ちゅうのを口癖の

ように言っておられますが、どういうお考えなんでしょうか。 

○議長（安永 友行君）  岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  いろいろお話がありました。先行して大きなところでやっておられるの

は山口県であったり、それから鳥取県であったり、ここには金融機関がかかわってらっしゃると

いうことで、そうした事例があるというのは承知をしてるところでございます。 

 当然、そうしたものでなくて小さいエリアで、小さい規模で地域商社あるいは地域商社なるも
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の的なものをやっぱり実施をしていらっしゃるところもたくさんあるというのは承知をしており

ます。 

 やはり何をするにしても、ある程度事業とかメニューは特化をしていく必要があるんだろうと

思います。よそがやっているようなものを同じようにやっていったのでは、まさにそこには魅力

も何も感じられないということでございますから、発信力もありません。ですから、幾らかのも

のにやっぱり特化をしてやっていく必要があろうかと思います。 

 ポン酢といいますか馬路村のお話だったんだろうと思いますけど、そうしたとこもやっぱり先

行して商品開発と情報発信をして、それだけのものが売れるようになったということでございま

すので、本当に参考になる事例だろうと思います。 

 少量多品目のお話がございましたが、とはいいながら販路を拡大していったりしていくと、当

然これはロットの問題に行き着くわけでございますから、ほかの議員からもありますように生産

者をどうしていくのか、生産量をどうして拡大をしていくのか、ここにやっぱり行き着く問題で

ございますので、そこら辺も将来的なとこを見据えて考えていかなければならないと思います。 

 地域商社をどのぐらいの規模で立ち上げてというのはまさに今からでございますが、いずれに

してもそれは短期的に成果が出るものではないわけですから、長い年月をかけて続けていかなけ

ればならない。そのためには、どうした規模で行っていくかというところをやっぱり考えていか

なければならないわけでございます。 

 いきなり大きいものを手がけてやるのか、それとも小さく生んで徐々に大きく育てていくのか、

いろいろやっぱりやり方はあると思いますから、我が町に合った、我が町の規模に合ったような

形の地域商社あるいは地域商社的なものを組織していく必要があろうかと思います。 

 それから私は一つは、先ほど議員もちょっと触れられましたが、決して農産品とか加工品だけ

でなくして地域商社なるその組織が観光であったり、誘客であったりそうしたものもできる可能

性が十分あるわけでございますから、そうしたこともやっぱり準備室のほうで検討もしていただ

きたいと思いますし、もう一つはいろいろほかの議員さんからも出ておりますが、新しい財源を

確保するという意味では地域商社がふるさと納税の仕事もやってもいいんだと思います。 

 そこに返礼品であったり、誘客のものを返礼品のかわりにやるとかいろいろやっぱり可能性は

あるわけでございますから、行政でできないそうしたものを民間のレベル、地域商社のようなと

ころへ委ねていくのも一つの方法だろうと思います。 

 いずれにしましても、初めて吉賀町としてはやる事業でございますので、しっかりこれから整

理をさせていただいて、また議会のほうへ代案なるものをお示しをさせていただきたいと思って

おります。 

○議長（安永 友行君）  ９番、河村由美子議員。 
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○議員（９番 河村由美子君）  私が懸念してる、皆さんもそうであろうかと思いますが、やはり

丹後王国のノウハウと人材を利用してといやおかしいんですがそうして、それから基本的には何

を根拠に丹後を選んだのかなと思えば、それは丹後王国というのが商社を立ち上げていろいろな

ところに販売力を持っているということと道の駅をやってる、そういうノウハウをたくさん持っ

てるということであろうと思うんですよ。 

 そういうところに利用価値って言ったら言い方が大変失礼なんですが、そういうことであろう

かなと思いますが、要は先ほど町長でここは観光地じゃありませんが、他県によったら１次産業

ではないほかの３次産業の技術とか何とかを、例えば食器であるとかいろんなもの、萩でいや萩

焼とかいろいろありますよね、そういうものを各種のものを道具として、物として販売促進を図

って、それでもなおかついいものを海外へ出すというふうなこともやってるのを、やれるまでつ

なげていくのが地域商社というふうに拡大して話すわけなんですけど、そういうとこまでつなげ

ていかないと意味がないというふうに思っていますので、たゆまない努力と今後しっかりと職員

の方も含めて人材育成ということを力を入れて取り組んでほしいということを申し述べまして、

私の３点目を終わりたいと思います。 

○議長（安永 友行君）  以上で、１０番目の通告者、９番、河村由美子議員の質問が終わりまし

た。 

────────────・────・──────────── 

○議長（安永 友行君）  以上で本日の日程は全て終了しました。本日はこれで散会とします。御

苦労でございます。 

午後１時39分散会 

────────────────────────────── 

 

 

 


